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特
集
　
電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

福
井
県
敦
賀
市
は
、
県
中
央
に
位

置
す
る
人
口
六
万
八
千
人
の
県
下
第

二
の
都
市
で
す
。
市
の
北
側
は
日
本

海
に
面
し
貿
易
拠
点
と
し
て
栄
え
た

敦
賀
港
、
陸
路
で
は
日
本
三
関
の
一

つ
の
愛
発
あ
ら
ち

の
関
な
ど
、
古
く
か
ら
海

陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

明
治
三
十
二
年
に
は
、
開
港
場

（
外
国
貿
易
港
）
の
指
定
を
受
け
、

同
三
十
五
年
に
は
敦
賀
と
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
（
ロ
シ
ア
）
間
の
直
通
航
路

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
も
、
韓

国
や
ロ
シ
ア
と
の
定
期
航
路
を
は
じ

め
、
日
本
海
側
の
交
流
拠
点
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
代
以
降
、
重
要
港
湾
を

要
す
る
立
地
を
生
か
し
、
企
業
誘
致

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
セ

メ
ン
ト
、
紡
績
の
町
と
し
て
発
展
し

ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
日
本
原
子
力
発

電
株
式
会
社
か
ら
福
井
県
に
対
し
て
、

敦
賀
半
島
を
原
子
力
発
電
所
の
候
補

地
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
力
依
頼
が
な
さ
れ
、
県
か
ら
敦
賀

市
へ
立
地
調
査
の
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
候
補
地
と
な
っ
た
立
石
・

浦
底
・
色
浜
地
区
に
お
け
る
地
質
調

査
な
ど
を
経
て
、
敦
賀
市
議
会
で
の

原
子
力
発
電
所
誘
致
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
昭
和
四
十
一
年
に

建
設
工
事
が
着
工
、
四
十
五
年
に
１

号
機
が
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
て
い

た
万
国
博
覧
会
会
場
に
も
送
電
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
二
年

に
は
２
号
機
が
営
業
運
転
を
始
め
て

い
ま
す
。
敦
賀
半
島
で
は
、
そ
の
後

も
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の

「
ふ
げ
ん
」
が
昭
和
五
十
四
年
に
運

転
を
開
始
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ

ゅ
」
が
平
成
六
年
に
初
臨
界
と
な
る

な
ど
、
敦
賀
市
は
原
子
力
発
電
の
立

地
に
関
し
て
、
常
に
わ
が
国
の
先
進

的
な
役
割
を
果
た
し
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
科
学
技
術
政
策
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
元
産
業
界
が
中
心

と
な
っ
て
、
原
子
力
発
電
所
の
高
度

な
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
た
産
業

活
性
化
と
発
電
所
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

務
へ
の
地
元
企
業
の
参
入
に
向
け
た

取
り
組
み
が
産
官
学
の
協
力
で
全
国

で
も
先
進
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る

敦
賀
港
が
築
い
た

敦
賀
市

敦
賀
原
子
力
発
電
所

１
号
機
が

営
業
運
転
を
開
始

◎福井県敦賀市

わが国原子力発電のパイオニア「敦賀市」が取り組む
先進的な原子力技術地元移転事業

気比神宮は、気比の松原とともに港町敦賀市のシンボルとして市民に親しまれています。

特集　電源地域のサクセス・ストーリー

福井県　敦賀市

わが国原子力発電のパイオニア「敦賀市」が
取り組む先進的な原子力技術地元移転事業‥‥ 1

原子力技術の地元移転による新技術の開発・
定期検査業務への参入で地元工業界の活性化
を図る
敦賀市商工振興課　宮本照孝さん 前川勉さん 細川謙司さん‥ 2

独自の取組みによりエネルギー関連技術の地
元企業への移転を推進し着実な成果を実現
敦賀商工会議所　伊藤敬一さん　
技術コーディネーター　河井鴻志さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4

独自技術の新製品が厳しい審査に合格、
発電所の定期検査に参入を果たす
株式会社プラントテクノス　山岸久人さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

若狭湾エネルギー研究センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

敦賀市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9

プランナー

敦賀商工会議所が新体制で取り組む重点事業
敦賀商工会議所　中村秀男さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

サポートします 中部経済産業局　坂本昭二郎さん ‥ 11

政策・制度
高齢化・過疎化の進む農村の活性化方策
「グリーンツーリズム」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

大分県安心院町「会員制の農村民泊」

地域観光資源を日常生活に見出したグリーン
ツーリズム事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14

総合資源エネルギー調査会の動向 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

情報クリップ
ふるさと薬膳メニュー
西海町ツーリズム協会（長崎県西海町） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22

電源過疎地域等企業立地促進事業費補助金のご案内 ‥ 24

イベントの紹介 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25

「地域のひろば」は、電気のふるさとの“まちづくり”を応援する情報誌です。
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昭
和
四
十
五
年
三
月
、
日
本
原
子

力
発
電
㈱
敦
賀
原
子
力
発
電
所
１
号

機
が
営
業
運
転
を
開
始
。
以
来
、
約

三
十
年
に
わ
た
り
、
茨
城
県
東
海
村

と
並
ん
で
わ
が
国
原
子
力
発
電
の
先

進
的
存
在
と
し
て
歩
ん
で
き
た
敦
賀

市
を
訪
ね
、
地
域
産
業
の
育
成
に
つ

い
て
、
商
工
振
興
課
長
の
宮
本
照
孝

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
　
敦
賀
市
の
主
要
デ
ー
タ
か
ら
推
測
し

ま
す
と
、
人
口
（
特
に
就
労
人
口
）

は
堅
調
に
増
加
、
工
業
出
荷
額
も
安

定
し
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

産
官
学
の
連
携
に
よ
る
原
子
力
発
電

関
連
技
術
・
研
究
成
果
の
地
元
移
転

や
地
元
企
業
の
発
電
所
定
期
検
査
業

務
へ
の
参
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

の
背
景
を
教
え
て
下
さ
い
。

宮
本
課
長
―

敦
賀
市
は
日
本
の
ヘ

ソ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
日
本
地
図
上
、

ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
重

要
港
湾
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

戦
前
か
ら
京
阪
神
地
方
の
日
本
海
側

に
お
け
る
物
流
拠
点
で
あ
り
、
工
業

で
は
紡
績
が
盛
ん
で
し
た
。
い
わ
ば
、

港
湾
と
紡
績
に
支
え
ら
れ
た
都
市
と

い
え
ま
す
。
港
湾
に
つ
い
て
は
整
備

が
進
み
、
取
り
扱
い
貨
物
量
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
輸
入

の
増
加
に
対
し
、
地
元
か
ら
輸
出
で

き
る
も
の
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
港
湾
が
整
備
さ
れ
て

も
、
地
元
産
業
が
こ
れ
を
活
用
す
る

力
が
な
い
と
、
本
来
の
地
元
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

地
元
工
業
の
中
心
だ
っ
た
紡
績
も
、

近
年
出
荷
額
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

従
来
の
基
盤
産
業
だ
け
に
頼
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

―
　
そ
こ
で
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
を

生
か
し
た
工
業
振
興
策
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
原
子
力
発

電
技
術
に
よ
る
地
域
振
興
と
い
い
ま

す
と
、
新
製
品
の
開
発
や
既
存
製
品

の
改
良
に
役
立
つ
技
術
を
研
究
・
開

発
す
る
分
野
と
定
期
検
査
業
務
に
参

入
す
る
分
野
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

宮
本
課
長
―

原
子
力
発
電
所
の
高

度
な
技
術
を
少
し
で
も
地
元
産
業
に

取
り
入
れ
、
競
争
力
の
高
い
製
品
を

開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
は
発
電
所
の
仕
事
に
限
定
さ

れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
海
産

物
の
加
工
技
術
に
応
用
で
き
る
技
術

な
ど
研
究
成
果
は
広
い
分
野
に
及
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地

元
企
業
と
日
本
原
子
力
発
電
㈱
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
及
び
福
井

大
学
等
か
ら
な
る
産
官
学
が
連
携
し
、

敦
賀
商
工
会
議
所
が
発
足
さ
せ
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究
会
」

が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
敦
賀
商
工
会
議
所
で
は
地

元
企
業
が
発
電
所
の
定
期
検
査
に
参

入
す
る
た
め
の
技
術
力
習
得
を
目
的

と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
「
技
術
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究
会
の
参

加
企
業
を
巡
回
訪
問
し
、
現
場
で
技

術
者
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
元
企
業
の
受
注
を
促
進
す

る
た
め
に
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

連
企
業
協
議
会
」
を
設
置
し
、
地
元

企
業
の
優
先
的
受
注
活
動
の
推
進
、

発
注
者
及
び
元
請
企
業
と
の
折
衝
、

受
注
懇
談
会
・
説
明
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

―
　
原
子
力
発
電
所
の
立
地
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
技
術
移
転
を
促
進
す
る
ア
イ

デ
ア
は
、
ど
こ
か
ら
発
案
さ
れ
た
の

で
す
か
。

宮
本
課
長
―

こ
れ
ら
は
地
元
事
業

者
か
ら
の
自
発
的
な
盛
り
上
が
り
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
敦
賀
市
は
、

水
産
練
製
品
、
海
藻
加
工
品
の
他
に

は
こ
れ
と
い
っ
た
特
定
業
種
の
地
場

産
業
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

長
引
く
不
況
の
中
で
敦
賀
市
の
生
き

て
い
く
方
向
を
考
え
ま
す
と
、
や
は

り
原
子
力
発
電
技
術
を
活
用
す
る
の

が
一
番
い
い
と
い
う
こ
と
に
地
元
企

業
者
が
自
ら
気
付
い
た
の
で
す
ね
。

原
子
力
発
電
所
の
誘
致
か
ら
三
十
年
、

や
っ
と
原
子
力
発
電
技
術
を
活
用
し

た
地
元
企
業
の
技
術
力
向
上
こ
そ
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
始
め
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
敦
賀
市
に
は
敦

賀
港
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
っ
た
重

要
港
湾
も
あ
り
、
港
湾
を
活
用
し
た

振
興
も
重
要
で
す
が
、
紡
績
業
が
衰

退
し
た
今
、
原
子
力
発
電
所
が
中
心

と
な
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

―
　
商
業
で
は
、
第
一
の
課
題
は
市
内
中

心
部
の
空
洞
化
対
策
で
す
ね
。
賑
わ

い
の
創
出
や
商
店
主
の
高
齢
化
対
策

も
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す

が
。

宮
本
課
長
―

敦
賀
市
で
は
「
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、

協
議
会
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
市

民
を
主
体
と
し
た
ソ
フ
ト
事
業
の
整

備
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
商
店

街
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
で
小
規
模

な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
市
で
は

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
応

募
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
案
を
募
集

し
、
市
民
自
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
金
銭
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、「
長
期
的
・

継
続
的
に
人
を
集
め
る
方
法
は
な
い

か
」を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

て
買
物
客
に
対
し
て
は
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
目
的
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
導
入
を
検
討
中
で
す
。

ま
た
、
商
業
者
に
対
し
て
は
、
地

元
の
Ｒ
Ｃ
Ｎ
と
い
う
加
入
率
が
ほ
ぼ

一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
社
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ト

に
よ
る
支
援
の
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。現

在
、
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
商
業

者
が
メ
ー
カ
ー
か
ら
新
製
品
情
報
を

入
手
し
た
り
、
商
業
者
か
ら
市
民
へ

売
り
出
し
情
報
を
配
信
す
る
な
ど
提

供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

敦
賀
市
は
、
電
線
の
地
中
化
や
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
化
な
ど
、
ハ
ー
ド
整

備
は
既
に
終
了
し
、
今
後
は
無
理
の

な
い
ソ
フ
ト
中
心
の
振
興
策
を
展
開

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、
買
物
客
を

つ
な
ぎ
留
め
る
の
は
、
商
店
街
の
一

宮本 照孝さんみやもと
てるたか

敦賀市商工振興課　課長

前川 勉さんまえかわ
つとむ

敦賀市商工振興課　課長補佐

細川 謙司さんほそかわ
けんじ

敦賀市商工振興課　商業振興係長

軒
一
軒
が
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
そ

そ
る
商
品
を
継
続
し
て
提
供
で
き
る

か
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
商
店
街
の
後
継
者
を
育

成
し
、
郊
外
店
と
は
異
な
る
商
店
街

な
ら
で
は
の
良
さ
を
活
か
し
競
争
力

の
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
を
創

り
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
敦
賀
市
は
戦
災
復
興
に
よ
っ

て
、
他
の
都
市
に
類
を
見
な
い
幅
の

広
い
道
路
が
市
の
中
心
部
を
縦
横
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
込
ん
だ
中
心
部
商
業

地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
期
待
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

原子力技術の地元移転による
新技術の開発・定期検査業務への参入で

地元工業界の活性化を図る

基
盤
産
業
の
落
ち
込
み
が

契
機
と
な
っ
た
原
子
力
技

術
の
地
元
移
転

原
子
力
技
術
移
転
に
よ
る

産
業
振
興
は
地
元
事
業
者

の
発
案

ソ
フ
ト
事
業
を
整
備
し
て

中
心
部
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る

新
技
術
の
研
究
開
発
と
発

電
所
定
期
検
査
業
務
へ
の

参
入

ハード整備が終了した中心部市街地
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ス
テ
ム
、
他
業
種
を
含
め
た
他
の
出

入
り
業
者
な
ど
、
プ
ラ
ン
ト
全
体
に

関
す
る
情
報
提
供
に
対
す
る
要
望
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
元
企
業

は
プ
ラ
ン
ト
内
部
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
の
で
何
を
作
れ
ば
受
注
で

き
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
情

報
を
提
供
し
て
、
地
元
企
業
の
開
発

意
欲
を
起
こ
さ
せ
る
の
も
技
術
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
で
す
。
将
来

的
に
は
、
業
種
を
超
え
て
地
元
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
夢
で
す
。

―
　
共
同
研
究
と
、
発
電
所
の
仕
事
を
受

注
す
る
こ
と
が
直
接
結
び
つ
い
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
企
業
側
の
反
応

は
い
か
が
で
す
か
。

河
井
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―
　
現
在

の
研
究
テ
ー
マ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

技
術
で
あ
れ
ば
門
戸
を
広
く
開
放
し
、

そ
の
成
果
が
発
電
所
業
務
の
受
注
に

結
び
付
く
も
の
だ
け
に
は
限
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
テ
ー
マ
選
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
希

望
の
多
い
も
の
で
、
し
か
も
取
り
組

み
や
す
い
も
の
を
取
り
あ
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の
原
子
力
関
連

敦
賀
商
工
会
議
所
は
、「
め
ざ
せ

仕
事
創
り
」
と
銘
打
っ
て
、
平
成
十

二
年
四
月
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業

化
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
産
官
学
の
協
力
に
よ
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
を
応
用
し
て

新
た
な
分
野
に
進
出
す
る
な
ど
、
地

元
企
業
の
起
業
化
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。
新
技
術
を
習
得
し
て
製
品
開

発
を
行
っ
た
り
、
新
た
な
分
野
で
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
た
り
す
る
ま
で
に

は
、
各
企
業
の
粘
り
強
い
取
り
組
み

と
、
支
援
す
る
側
の
長
期
に
わ
た
る

指
導
・
助
成
が
不
可
欠
で
す
。
折
し

も
長
期
化
す
る
不
況
の
た
め
、
中
小

の
企
業
が
起
業
化
を
断
念
し
脱
落
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
各
社
の
経
営

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
指

導
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
商
工
会
議
所
の
重

点
事
業
の
一
つ
に
「
原
子
力
発
電
所

増
設
計
画
の
促
進
と
地
元
受
注
の
拡

大
」
を
掲
げ
て
「
大
型
関
連
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
協
議
会
」
を
発
足
し
、
敦
賀

原
子
力
発
電
所
３
・
４
号
機
増
設
に

伴
う
地
元
企
業
の
受
注
拡
大
を
図
る

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
受
注

獲
得
の
条
件
と
し
て
、
各
企
業
が
発

電
所
建
設
・
保
守
業
務
を
行
う
た
め

に
必
要
な
技
術
力
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

建
設
時
か
ら
参
入
す
る
こ
と
で
、
そ

の
後
の
保
守
業
務
の
受
注
獲
得
に
お

い
て
も
機
器
取
り
扱
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を

既
に
取
得
し
て
い
る
点
で
他
社
に
比

べ
大
変
有
利
に
な
り
ま
す
か
ら
、
建

設
開
始
以
前
に
必
要
な
技
術
を
習
得

し
、
建
設
工
事
の
企
業
グ
ル
ー
プ
の

一
員
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

後
、
短
期
間
で
よ
り
多
く
の
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
将
来
の
安
定
し

た
受
注
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
技
術
習
得
を
各
企
業
の
努
力

だ
け
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
参
入

希
望
企
業
全
体
の
技
術
力
を
組
織
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
す

で
に
そ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。
加
え
て
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

定
期
検
査
業
務
の
閑
散
期
対
策
が
あ

り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
は
主
に
夏

場
に
定
期
検
査
の
閑
散
期
を
迎
え
ま

す
か
ら
、
地
元
で
仕
事
の
な
い
こ
の

時
期
に
は
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所

の
中
で
仕
事
の
あ
る
所
へ
地
元
か
ら

出
向
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
地
元
企
業
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
こ
の
時
期
に
遠
く

離
れ
た
発
電
所
に
多
数
の
従
業
員
を

出
向
さ
せ
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
と
こ

ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
産
官

学
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
時

期
に
に
取
り
組
め
る
事
業
を
起
こ
す

研
究
も
、
こ
の
課
題
解
決
の
一
助
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
商
工
会
議
所
職
員
の

伊
藤
さ
ん
と
、
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
日
本
原
子
力
発
電
㈱
か

ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究

会
」
に
出
向
さ
れ
て
い
る
河
井
さ
ん

に
技
術
指
導
の
状
況
を
中
心
に
伺
い

ま
し
た
。

―
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
を
地
元
企
業

へ
移
転
さ
せ
る
た
め
の
敦
賀
商
工
会

議
所
の
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究
会
」

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

河
井
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―

こ

の
研
究
会
は
平
成
十
二
年
四
月
に
発

足
、
当
初
八
十
六
の
会
員
企
業
が
参

加
し
、「
全
体
会
」
と
「
四
グ
ル
ー

プ
（
プ
ラ
ン
ト
関
係
・
総
合
的
建

設
・
有
効
活
用
・
情
報
そ
の
他
）」

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
プ
ラ
ン
ト
関
係
で
は
技
術
コ

独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
技
術
の
地
元
企
業
へ
の
移
転

を
推
進
し
着
実
な
成
果
を
実
現

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
の
電
気
・
機
械
・
計
測
制
御
設

備
の
し
く
み
や
品
質
管
理
に
つ
い
て

の
講
義
や
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
日
本
原
子
力
発
電

㈱
と
の
技
術
交
流
会
」
で
公
募
さ
れ

た
五
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
て
県

内
よ
り
三
十
五
件
の
応
募
が
あ
り
、

有
効
活
用
グ
ル
ー
プ
の
提
案
で
あ
る

「
ク
ラ
ゲ
流
入
防
止
対
策
」
が
採
択

さ
れ
、
二
年
間
の
共
同
研
究
開
発
の

後
、
除
去
装
置
の
実
験
に
成
功
、
実

用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
は
保
有

す
る
約
千
五
百
件
の
特
許
を
共
同
研

究
開
発
を
行
う
地
元
企
業
に
還
元
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

総
合
的
建
設
グ
ル
ー
プ
は
「
高
性
能

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
技
術
の
開

発
」
に
関
し
て
福
井
大
学
と
共
同
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
先
駆
け
た
「
技
術
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
」
も
こ
の
研
究
会

の
中
で
設
置
さ
れ
、
現
在
、
日
本
原

子
力
発
電
㈱
か
ら
一
名
と
㈱
原
子
力

発
電
訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
名
の
計

二
名
が
担
当
し
、
地
元
中
小
企
業
へ

の
巡
回
指
導
（
年
間
約
九
十
回
）
や

集
合
研
修
（
年
間
約
四
十
回
）
を
実

施
し
な
が
ら
、
地
元
企
業
の
技
術
力

ア
ッ
プ
や
開
発
か
ら
起
業
化
ま
で
一

貫
し
て
支
援
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

旺
盛
な
企
業
づ
く
り
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
会
員

企
業
は
、
建
設
、
配
管
、
機
械
な
ど

多
種
多
様
で
す
が
、
個
々
の
技
術
力

は
高
い
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

制
度
は
そ
の
四
分
の
三
が
市
の
負
担

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
藤
商
工
会
議
所
職
員
―
　
こ
の
ほ
か
、

情
報
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
で
は
、
全
六

回
の
「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
研
究

会
」
を
開
催
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
修
得

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

「
も
ん
じ
ゅ
に
お
け
る
情
報
処
理
の

活
用
」
な
ど
Ｉ
Ｔ
関
連
の
講
習
も
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技

術
と
直
接
関
係
の
な
い
テ
ー
マ
で
あ

っ
て
も
地
元
企
業
の
基
礎
的
な
技
術

力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
　
全
国
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
技
術

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、
実

際
、
地
元
企
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
か
。

河
井
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―

原

子
力
発
電
所
に
限
り
ま
す
と
、
設
備

内
容
な
ど
プ
ラ
ン
ト
内
の
工
程
や
シ

技
術
を
活
用
し
て
、
福
井
の
特
産
品

で
あ
る
「
へ
し
こ
（
サ
バ
の
ぬ
か
漬

け
）」
の
熟
成
期
間
を
短
縮
化
す
る

研
究
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

原
子
力
技
術
を
地
元
企
業
の
技
術
開

発
に
応
用
し
新
製
品
開
発
に
結
び
付

け
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

共
同
研
究
の
成
功
の
鍵
を
握
る
の

は
、
優
秀
な
社
員
を
本
業
か
ら
は
ず

し
、
研
究
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
る

地
元
企
業
の
経
営
上
の
負
担
を
ど
の

よ
う
に
軽
減
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
小
規
模
な
地
元
工
業
者
に
と
っ

て
は
、
こ
の
点
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
と

な
り
ま
す
の
で
、
長
引
く
不
況
下
に

お
い
て
、
こ
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
発
電
所
業
務
の

受
注
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
は
、

別
の
組
織
で
あ
る
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
企
業
協
議
会
」
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
元
企
業
の

受
注
を
促
進
す
る
た
め
、
受
注
懇
談

会
・
説
明
会
の
実
施
や
発
注
者
及
び

元
請
企
業
と
の
折
衝
、
ま
た
技
術
力

向
上
の
た
め
の
相
談
受
け
付
け
な
ど

包
括
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
敦

賀
原
子
力
発
電
所
の
増
設
を
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
商
工
会
議
所
会
員
の
う

ち
約
八
百
社
が
登
録
し
受
注
に
向
け

て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化

研
究
会
が
発
足
年
度
よ
り

実
績
を
あ
げ
る

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

へ
の
要
望
は
発
電
所
プ
ラ

ン
ト
全
体
に
関
す
る
情
報

提
供

原
子
力
発
電
所
の
関
連
業

務
か
ら
地
元
特
産
品
の
開

発
ま
で

伊藤 敬一さんいとう
けいいち

敦賀商工会議所
中小企業相談所経営指導員

河井 鴻志さんかわい
こうじ

敦賀商工会議所
技術コーディネーター
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わ
が
国
の
原
子
力
発
電
技
術
は
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
高
い
技
術
水
準
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
電
気
事
業
者
、
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
建
設

か
ら
保
守
点
検
業
務
に
携
わ
る
す
べ

て
の
企
業
が
技
術
革
新
を
進
め
る
よ

う
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
汎
用
技
術
で
あ
る
静

電
浄
油
装
置
を
原
子
力
発
電
所
で
利

用
で
き
る
よ
う
改
良
を
加
え
、
電
力

会
社
の
厳
し
い
安
全
基
準
と
国
の
安

全
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
定
期
検

査
業
務
に
参
入
を
果
た
し
た
企
業
の

努
力
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
敦
賀
市
に
本
社
を
置
き
、

平
成
七
年
に
タ
ー
ビ
ン
潤
滑
油
の
静

電
浄
油
装
置
を
開
発
し
た
株
式
会
社

プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ス
の
山
岸
社
長
に

お
話
を
伺
い
し
ま
し
た
。

―

原
子
力
発
電
所
の
定
期
検
査
業
務
に

新
技
術
を
売
り
込
み
新
規
参
入
す
る

に
は
、
従
来
を
上
回
る
技
術
で
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
性
に
関
し

て
も
厳
し
い
審
査
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
ご
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
か
。
御
社
で
開
発
さ
れ
た

「
静
電
浄
油
装
置
」
に
つ
い
て
、
革

新
性
と
安
全
性
を
実
現
さ
れ
た
経
緯

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

山
岸
社
長
―

ま
ず
、
技
術
面
で
の

特
徴
で
す
が
、
通
常
の
フ
ィ
ル
タ
ー

に
よ
る
浄
油
は
、
油
を
、
メ
ッ
シ
ュ

の
所
を
通
過
さ
せ
て
濾
過
し
て
い
く

方
式
で
す
が
、
こ
の
静
電
浄
油
は
ゴ

ミ
の
電
気
的
性
質
を
利
用
し
て
電
気

の
力
で
除
去
す
る
方
式
で
す
。
こ
の

方
式
は
ゴ
ミ
の
分
子
の
大
き
さ
に
関

係
な
く
除
去
で
き
る
点
が
革
新
的
な

の
で
す
。
メ
ッ
シ
ュ
か
ら
漏
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
十

程
度
の
ス
ラ
ッ
ジ

と
呼
ば
れ
る
酸
化
生
成
物
も
除
去
で

き
ま
す
。

次
に
、
安
全
性
は
、
消
防
法
の
防

爆
仕
様
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
浄
油

装
置
で
防
爆
構
造
を
採
っ
て
い
る
の
は

我
が
社
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
と
も
と
、
静
電
浄
油
技
術
は
㈱

ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
工
業（
本
社
・
東
京

都
品
川
区
）さ
ん
が
特
許
を
取
ら
れ

た
も
の
で
す
。「
こ
の
技
術
は
絶
対
も

の
に
な
る
」と
の
先
代
で
あ
る
父
の

直
感
で
、
平
成
六
年
ご
ろ
か
ら
開
発

を
始
め
、
技
術
提
携
を
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
発
電
プ

ラ
ン
ト
で
利
用
す
る
た
め
の
ス
ペ
ッ

ク
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
防
爆
仕
様
に
適
合
さ
せ
て
発
電

プ
ラ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
も
の
を
開

発
し
た
の
で
す
。

―

そ
の
よ
う
に
優
れ
た
機
器
で
あ
っ
て

も
、
実
際
に
発
電
プ
ラ
ン
ト
に
採
用

さ
れ
る
た
め
に
は
、
安
全
性
に
対
し

て
よ
り
大
き
な
信
用
を
獲
得
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

ミ
ク

ロ
ン

山
岸
社
長
―

確
か
に
発
電
プ
ラ
ン
ト

の
安
全
性
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
一
般

の
工
業
用
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
高
い
で
す
。
こ
の
た
め
に
、

消
防
庁
の
外
郭
団
体
で
あ
る
危
険
物

保
安
技
術
協
会
（
Ｋ
Ｈ
Ｋ
）
に
持
ち

込
み
ま
し
た
。
信
用
あ
る
第
三
者
機

関
に
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
消
防
法
と
い
う
法
的
規

制
を
ク
リ
ア
す
る
の
は
、電
力
会
社
に

持
ち
込
む
た
め
の
、い
わ
ば
必
要
最
低

限
の
条
件
で
あ
り
、こ
れ
と
は
別
に
電

力
会
社
の
社
内
審
査
に
合
格
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、一
般
の

産
業
と
は
全
く
別
次
元
の
厳
し
い
も

の
で
す
。特
に
、申
請
書
類
を
作
成
す

る
の
が
難
し
い
わ
け
で
す
。私
ど
も
の

よ
う
に
人
手
の
足
り
な
い
企
業
に
は

大
変
な
作
業
で
す
。し
か
し
、莫
大
な

技
術
資
料
を
作
成
す
る
過
程
で
、安
全

性
・
信
頼
性
に
つ
い
て
本
当
に
十
分
確

認
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
の
か
、弱
い
と

こ
ろ
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
鮮
明

に
分
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。で
す
か

ら
技
術
資
料
を
電
力
会
社
の
仕
様
に

合
わ
せ
て
作
成
す
る
能
力
そ
の
も
の

が
技
術
力
と
い
え
る
の
で
す
。

―

そ
う
す
る
と
、
高
い
技
術
力
を
持
っ

て
い
て
も
、
人
手
不
足
等
で
申
請
書

類
の
作
成
が
困
難
な
中
小
企
業
に
と

独
自
技
術
の
新
製
品
が
厳
し
い
審

査
に
合
格
、
発
電
所
の
定
期
検
査

に
参
入
を
果
た
す

っ
て
は
、
敦
賀
商
工
会
議
所
が
設
立

し
た
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
有

効
に
活
用
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

山
岸
社
長
―

そ
う
で
す
ね
。
私
共
は

全
て
自
分
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
作

成
作
業
の
と
こ
ろ
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ

け
た
ら
非
常
に
助
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
技
術
開
発
力
は
あ
る
の
に
申

請
書
類
の
作
成
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
企
業
が
敦
賀
に
も
あ
る
と
思
う
の

で
す
よ
。
こ
れ
が
本
来
の
技
術
ア
ド
バ

イ
ス
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

―

次
に
、
営
業
活
動
を
さ
れ
る
際
に
、

ど
の
よ
う
な
点
を
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
い
ま
す
か
。

山
岸
社
長
―

ま
ず
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
と
環
境
保
全
に
役
立
つ
装
置
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
原
子
力
発
電
所
で

す
と
十
万

と
い
う
膨
大
な
潤
滑
油

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
廃

棄
し
て
引
き
取
ら
れ
た
後
、
ほ
と
ん

ど
が
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、「
潤
滑
油
を
き
れ
い
に
し
て

長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
と
で
、
経
費
削
減
と
環
境
保
全

に
絡
め
て
営
業
し
て
い
く
、
こ
れ
が

営
業
の
第
一
歩
で
す
。

次
に
、
期
間
を
定
め
て
定
期
検
査

を
行
う
と
い
う
タ
イ
ム
・
ベ
ー
ス

ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
Ｔ
Ｂ
Ｍ
）
か

ら
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
見
て
開
放

点
検
す
る
か
決
定
す
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
・
ベ
ー
ス
ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）

へ
の
移
行
に
有
効
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
潤
滑
油
は
機
械
の
血

液
で
す
か
ら
、
常
に
ク
リ
ー
ン

に
保
ち
、
機
械
の
信
頼
性
を

上
げ
る
事
が
、
発
電
コ
ス
ト

の
低
減
に
つ
な
が
る
わ
け
で

す
。私

共
メ
ー
カ
ー
は
、
自
社

製
品
を
ま
ず
使
っ
て
い
た
だ

く
の
が
第
一
歩
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
話
を
聞
い
て
い
た

だ
く
、
す
な
わ
ち
営
業
活
動

リ
ッ

ト
ル

を
専
門
に
行
う
組
織
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
㈱
プ
ラ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
営
業
会
社
を
設
立

し
て
全
国
の
電
力
会
社
さ
ん
へ
足
繁

く
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
保
守
点

検
業
務
は
元
請
企
業
を
頭
と
す
る
体

制
が
組
ま
れ
て
い
て
、
私
共
は
こ
の

元
請
企
業
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

仕
事
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
ら
、

い
つ
も
グ
ル
ー
プ
全
体
の
信
頼
向
上

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
西
電
力
㈱
さ
ん
の
元
請
を

さ
れ
て
い
る
、
関
電
興
業
㈱
（
本

社
・
大
阪
市
）
さ
ん
か
ら
も
、
原
子

力
発
電
所
の
仕
事
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
私
共
の
技
術
へ
の
評
価
が
、

元
請
企
業
さ
ん
の
評
価
へ
と
つ
な
が

る
わ
け
で
す
か
ら
、
常
に
全
力
を
も

っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
私

共
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
信
用
を
元

に
、
全
国
の
発
電
所
や
他
の
業
種
で

の
営
業
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

―

定
期
検
査
に
参
入
で
き
た
と
し
て
も

ベ
ー
ス
電
源
を
担
う
原
子
力
発
電
所

は
特
に
需
要
が
ピ
ー
ク
と
な
る
夏
場

は
定
期
検
査
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

こ
の
時
期
は
仕
事
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
定
期
検
査
の
閑
散
期
を
い
か
に

活
動
す
る
か
、
こ
の
対
策
も
必
要
と

考
え
ま
す
が
。

山
岸
社
長
―

こ
の
技
術
は
日
本
全

国
ど
の
発
電
所
に
も
通
用
し
ま
す
か

ら
、
地
元
発
電
所
の
定
期
検
査
閑
散

期
で
も
仕
事
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
全
国
の
発
電
所
を
回

っ
て
い
る
と
必
ず
何
か
し
ら
自
分
た

ち
が
お
役
に
立
て
る
仕
事
は
見
つ
か

る
も
の
で
す
。
た
だ
、
一
つ
の
電
力

会
社
さ
ん
で
安
全
審
査
に
合
格
し
て

も
、
他
の
電
力
会
社
さ
ん
で
は
ま
た

最
初
か
ら
申
請
し
て
審
査
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
仕
事
が
い
た
だ
け
ま
せ

ん
の
で
、
も
し
同
じ
よ
う
な
内
容
の

審
査
で
あ
れ
ば
、
少
し
で
も
よ
い
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
も
評
価
に
加

味
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
な
と
思
う

と
き
が
あ
り
ま
す
。

―

将
来
の
目
標
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

山
岸
社
長
―

「
独
自
技
術
を
持
っ

た
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う

先
代
の
教
え
を
受
け
継
い
で
い
ま
す

か
ら
、
独
自
の
技
術
を
持
っ
て
新
し

い
所
へ
参
入
し
て
い
く
方
が
競
争
が

少
な
く
努
力
は
報
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
、
製
品

と
い
う
ハ
ー
ド
も
、
現
場
作
業
と
い

う
ソ
フ
ト
も
、
幅
広
く
提
供
で
き
る

会
社
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山岸 久人さんやまぎし
ひさと

株式会社プラント テクノス
代表取締役

他
業
種
よ
り
も
厳
し
い
安

全
審
査

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

に
期
待

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
環
境
保

全
で
製
品
Ｐ
Ｒ

独
自
技
術
で
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
メ
ー
カ
ー
に

独自の技術で開発した静電浄油装置の前に立つ山岸社長

元
請
グ
ル
ー
プ
全
体

の
信
用
獲
得
に
尽
力
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若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
世
界

に
誇
れ
る
先
端
的
な
研
究
開
発
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
地
域
産
業
に
波

及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
施
設
で

す
。
平
成
十
年
十
一
月
に
開
業
し
、

平
成
十
二
年
七
月
に
は
研
究
セ
ン
タ

ー
を
特
徴
付
け
る
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン

（
加
速
器
）
の
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
放
射
線
研
究

棟
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
装
置
を
備
え

た
一
般
研
究
棟
、
そ
し
て
国
際
会
議

を
開
催
で
き
る
ホ
ー
ル
や
科
学
体
験

コ
ー
ナ
ー
か
ら
な
る
交
流
棟
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
県
農
業
試
験
場
等
と
の

農
作
物
品
種
改
良
や
、
大
学
と
の
金

属
加
工
の
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
福
井
・
敦
賀
両
商
工
会
議

所
の
産
業
育
成
に
関
す
る
研
究
会
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ

オ
ン
ビ
ー
ム
を
活
用
し
て
植
物
の
品

種
改
良
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
照
射
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
種
子
や
花
粉
な
ど
の
細
胞

や
遺
伝
子
に
変
化
を
与
え
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
品
種
を
生
み
出
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
気
候
の
変
化
に
強
い

品
種
、
害
虫
に
強
く
、
多
く
の
種
子

や
実
を
つ
け
る
品
種
な
ど
、
地
域
の

農
業
生
産
に
役
立
つ
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
は
、

新
材
料
の
創
出
に

役
立
ち
ま
す
。
金

属
な
ど
の
照
射
対

象
物
に
イ
オ
ン
ビ
ー

ム
を
当
て
る
と
、
薄

膜
を
作
っ
た
り
新
し

い
性
質
を
持
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の

特
性
を
活
用
し
て
、
地
域
産
業
へ
の

応
用
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
チ
タ
ン
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
に
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
放
射
し
て
、

耐
久
性
の
高
い
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
を

作
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽

量
で
傷
が
付
き
に
く
い
加
工
を
実
現

す
れ
ば
、
県
内
の
地
場
産
業
で
あ
る

メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、

宝
飾
品
、
食
器
な
ど
に
も
応
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
多
目
的
加
速
器
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
を
活
用
し

て
、
陽
子
線
に
よ
る
最
先
端
の
ガ
ン

治
療
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

陽
子
線
治
療
は
、
放
射
線
治
療
の

一
種
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
放
射
線

治
療
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
Ｘ
線
な
ど

に
よ
る
放
射
線
治

療
で
は
、
体
内
部

の
病
巣
に
到
達
す

る
ま
で
に
、
Ｘ
線

は
弱
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
体
の

表
面
部
分
に
強
い

Ｘ
線
が
当
た
っ
て

し
ま
い
、
健
康
な

細
胞
ま
で
が
放
射
線
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
陽
子
線
で
は
、
体
の
内

部
に
入
っ
て
病
巣
部
分
に
合
わ
せ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
く
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
陽
子
線
治
療
は
病
巣
部
分

に
陽
子
線
を
集
中
的
に
当
て
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
副
作
用
が
少
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
特
に
肺
ガ
ン
、

肝
臓
ガ
ン
な
ど
に
対
し
て
、
有
効
な

治
療
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

陽
子
線
に
よ
る
治
療
は
、
世
界
的

に
も
施
設
が
極
め
て
少
な
く
、
ま
た

若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

を
含
め
て
も
日
本
に
は
四
つ
の
施
設

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
最
先
端
の
施
設

が
敦
賀
市
に
あ
る
わ
け
で
す
。
二
十

一
世
紀
中
の
ガ
ン
撲
滅
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
本
施
設
で
の
研
究
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

敦賀市
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敦賀原子力発電所（日本原子力発電）
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特
集
　
電
源
地
域
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セ
ス
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ー
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ー

サポートします

電源地域の�
サクセス・ストーリー�

特集�

原
子
力
発
電
所
の
関
連
工
事
を
二
千

百
を
数
え
る
商
工
会
議
所
の
会
員
企

業
に
で
き
る
だ
け
受
注
獲
得
を
果
た

し
て
も
ら
お
う
と
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
企
業
協
議
会
」
を
作
り
ま

し
た
。
現
在
八
百
五
十
社
ほ
ど
が
登

録
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
十
九
の

部
会
に
分
け
て
、
入
っ
て
き
た
発
注

情
報
は
部
会
を
通
じ
て
会
員
企
業
に

流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
中
心
市
街
地
活
性
化
と
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、

駅
前
の
旧
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め

に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ

（
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
も
設
立
さ
れ
る
予

定
で
す
。

「
地
元
企
業
の
国
際
化
支
援
と
敦
賀

港
の
建
設
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
三
年
に
敦
賀
港
の
外
国
コ
ン
テ

ナ
年
間
取
扱
量
が
、
平
成
二
年
の
取

り
扱
い
開
始
以
来
初
め
て
一
万
個
を

超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
韓
国
・
釜

山
便
が
週
二
便
か
ら
三
便
に
増
便
さ

れ
た
こ
と
や
中
国
経
済
が
好
調
な
こ

と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
輸
出
量
を
増
や
し
て
片
荷
状

態
の
是
正
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。

「
Ｉ
Ｔ
高
度
情
報
化
社
会
へ
対
応
し

た
地
元
企
業
の
情
報
化
支
援
」
に
つ

プランナー

平
成
十
九
年
に
創
立
百
周
年
を
迎

え
る
敦
賀
商
工
会
議
所
が
新
体
制
で

取
り
組
む
重
点
事
業
十
項
目
に
つ
い

て
、
専
務
理
事
の
中
村
秀
男
さ
ん
に

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
専
務
理
事
―

新
体
制
と
な
っ
た

敦
賀
商
工
会
議
所
が
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
重
点
事
業
は
、
下
の
表

に
示
す
十
の
項
目
で
す
。

ま
ず
、「
経
済
危
機
に
対
処
し
た
景

気
浮
揚
策
等
の
迅
速
・
的
確
な
政
策

提
言
活
動
の
展
開
」
と
「
地
元
企
業

の
創
業
・
経
営
革
新
と
産
業
構
造
転

換
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

商
工
会
議
所
は
意
見
を
提
言
す
る
機

関
で
す
か
ら
、
こ
の
経
済
危
機
を
何

と
し
て
も
乗
り
切
る
た
め
に
、
地
元

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
創
業
、

経
営
革
新
、
新
し
い
産
業
構
造
転
換

に
対
す
る
中
小
企
業
相
談
所
や
中
小

企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

指
導
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

「
Ｊ
Ｒ
北
陸
線
の
直
流
化
や
敦
賀
駅

舎
の
改
築
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
五

年
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北
陸
線
の

直
流
化
に
よ
っ
て
電
車
が
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
伴
い
敦
賀
か
ら

京
都
や
神
戸
に
人
が
出
て
行
く
よ
う

な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
広
域
の
十

四
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
を
一
つ

に
し
て
共
同
で
検
討
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
原
子
力
発
電
所
増
設
計
画
の
促
進

と
地
元
受
注
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、

敦
賀
商
工
会
議
所
が
新
体
制
で
取

り
組
む
重
点
事
業

中村 秀男さんなかむら
ひでお

敦賀商工会議所 専務理事

1．経済危機に対処した景気浮揚策等、迅速・的確な政策提言

活動の展開

2．地元企業の創業・経営革新と産業構造転換への支援

3．ＪＲ直流化、北陸新幹線、近畿自動車道敦賀線の早期実現

のための広域連携事業の推進とＪＲ敦賀駅舎の改築促進

4．原子力発電所増設計画の促進と地元受注の拡大

5．中心市街地活性化と総合的なまちづくりの推進

6．地元企業の国際化支援と敦賀港の建設促進

7．ＩＴ高度情報化社会へ対応した地元企業の情報化支援

8．産学官連携による新産業・新技術の創出

9．当所創立100周年に向けた準備委員会の設置

10．部会再編成等、当所組織、財政・運営基盤の充実

商工会議所が取り組む重点事業10項目

11

い
て
は
、
敷
設
さ
れ
た
光
ケ
ー
ブ
ル

を
生
か
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
支

援
で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
加
入
率
は
ほ

ぼ
一
○
○
％
で
す
か
ら
、
七
万
人
の

市
民
、
二
万
六
千
世
帯
が
世
界
に
向

け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
イ

ン
フ
ラ
が
整
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
産
官
学
連
携
に
よ
る
新

産
業
・
新
技
術
の
創
出
」
に
つ
い
て

は
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
原
子
力
発

電
技
術
を
応
用
し
た
新
産
業
・
新
技

術
の
創
出
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
日

本
原
子
力
発
電
（株）
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
開
発
機
構
、
福
井
大
学
、
福
井
短

期
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
着
実
に

成
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
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わ
が
国
の
農
業
は
、
不
況
の
長
期

化
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
中
山
間
地
を

中
心
と
し
て
、
後
継
者
不
足
と
高
齢

化
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
農
村
復

興
の
基
本
は
、
農
業
を
中
心
に
地
域

産
業
を
振
興
し
、
農
家
の
所
得
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
地
元
で
の
取

り
組
み
と
し
て
は
学
校
給
食
な
ど
、

行
政
や
農
協
が
主
体
と
な
っ
た
地
元

消
費
す
な
わ
ち
「
地
産
地
消
」
が
大

切
で
す
。
し
か
し
こ
れ
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
都
市
農

村
交
流
を
進
め
、
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
、
農
産
物

の
販
売
量
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

都
市
農
村
交
流
の
有
効
な

方
法
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む

地
域
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
緑
豊
か
な
地
域

で
自
然
・
文
化
・
人
々
と

の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型

の
余
暇
活
動
」
で
、
高
齢

者
・
女
性
層
の
活
性
化
を

促
す
効
果
も
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

も
と
も
と
農
家
に
は
、

農
村
な
ら
で
は
の
味
噌
や

漬
物
、
豆
腐
な
ど
食
品
加

工
の
知
恵
を
生
か
し
た
自
然
食
品
づ

く
り
が
継
承
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら

の
地
域
資
源
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
り
広
く
知
ら
れ
、
商
品
化
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
家
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま

れ
た
観
光
資
源
が
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
目
玉
と
な
り
集
客
を
増
し

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
お
年
寄
り

の
提
案
で
始
ま
っ
た
、
転
作
田
へ
の

菜
の
花
畑
や
ひ
ま
わ
り
園
、
コ
ス
モ

ス
園
の
開
設
や
野
菜
直
売
所
の
併
設

な
ど
の
試
み
も
成
功
を
収
め
て
い
ま

す
。
都
市
生
活
者
が
農
村
生
活
に
抱

く
憧
れ
を
滞
在
中
に
十
分
実
現
で
き

る
よ
う
、
地
域
資
源
を
再
発
見
し
た

り
、
新
た
に
創
出
す
る
工
夫
が
必
要

で
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
舞
台
と

な
る
農
村
部
で
は
、
次
世
代
層
が
都

市
部
に
流
出
し
た
結
果
高
齢
化
が
進

ん
だ
地
域
と
、
後
継
者
が
育
っ
て
い

る
地
域
と
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
目
的
や
効
果
に
も
違
い
が
出

て
き
ま
す
。

(

1)

高
齢
者
中
心
の
地
域
を
維
持
活

性
化
す
る
効
果

〜
地
域
社
会
の
維
持
に
外
部

の
力
が
必
要

高
齢
化
が
大
き
く
進
ん
だ
地
域
で

は
、
神
事
や
収
穫
祭
な
ど
の
季
節
の

行
事
や
、
茅
葺
き
住
宅
の
補
修
な
ど
、

こ
れ
ま
で
住
民
総
出
で
行
っ
て
き
た

こ
と
を
、
住
民
の
力
だ
け
で
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
地

域
が
出
現
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
地
域
に
お
い
て
は
、
社
会
の
維
持

の
た
め
の
労
働
力
と
し
て
、
交
流
人

口
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
高
柳
町
で
は
、
町
の
観
光

資
源
と
し
て
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
を

指
定
し
、
茅
葺
き
屋
根
の
補
修
や
除

雪
な
ど
、
多
く
の
労
働
力
が
必
要
な

作
業
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
り
首
都
圏
か
ら
参
加
者
を

集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
を
図
っ

て
い
ま
す
。
冬
季
に
は
旅
行
代
理
店

と
提
携
し
て
「
雪
下
ろ
し
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
、
都
会
で
は
経
験
で
き
な

い
雪
国
の
農
家
の
生
活
を
体
験
さ
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
地
域

に
必
要
な
労
働
力
を
確
保
し
、
更
に

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民

に
も
て
な
し
の
心
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

地
域
の
閉
塞
感
の
緩
和
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。

(

２)

次
世
代
層
に
雇
用
機
会
と
生
き

が
い
を
も
た
ら
す
効
果

〜
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

活
用
し
て
生
き
が
い
と
働
く
場

を
確
保

現
在
、
若
者
を
含
む
次
世
代
層
が
、

働
き
手
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
農
村

地
域
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
若
者

の
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加
に
取

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

雇
用
増
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る

事
業
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
地
域
で
は
、
若
い
年
齢
層
も
対
象

と
し
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

ジ
ネ
ス
と
も
呼
べ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
や
フ
ァ
ー
ム
イ
ン（
農
家
宿
泊
施

設
）な
ど
の
開
業
が
有
効
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
家
の
主
婦
と
し
て
の
知

識
と
現
代
的
な
感
覚
を
持
っ
た
農
村

の
若
い
主
婦
層
は
、
そ
の
事
業
者
と

し
て
適
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

農
村
の
女
性
層
に
新
た
な
生
き
甲
斐

を
創
出
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。た

だ
し
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質
は
静
か
な
旅
で
あ
り
、
都
市
に

あ
る
施
設
を
そ
の
ま
ま
農
村
に
出
現

さ
せ
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
の
景
観

な
ど
、
農
村
が
本
来
持
っ
て
い
た
地

域
資
源
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

長
野
県
飯
山
市
で
は
、
冬
季
の
ス

キ
ー
に
代
わ
る
新
し
い
観
光
産
業
と

し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
に
は
百
四
十
七
万
人

を
数
え
た
ス
キ
ー
客
は
、
平
成
十
二

年
度
は
八
十
九
万
人
に
減
少
し
、
観

光
収
入
が
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
に
自
然
を
生
か
し
た
通
年
型
観
光

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
行
政
、

財
団
法
人
農
林
漁
業
体
験
協
会
、
観

光
協
会
が
協
力
し
て
集
客
に
努
め
、

特
に
農
家
が
経
営
す
る
「
体
験
民
宿
」

が
、「
収
穫
体
験
」、「
自
然
体
験
」、

「
カ
ヌ
ー
体
験
」
な
ど
を
提
供
し
、

首
都
圏
を
中
心
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
を
中
心
と
す
る
宿
泊
客
を
、
安

定
的
に
集
め
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら

十
一
月
の
観
光
客
数
は
、
平
成
四
年

度
の
三
十
万
人
か
ら
、
平
成
十
二
年

度
に
は
九
十
四
万
人
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支
援
す

る
主
要
な
事
業
制
度
と
そ
の
対
象
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

高齢化・過疎化の進む農村の活性化方策

グリーンツーリズム

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

導
入
に
よ
っ
て

交
流
人
口
を
創
出

1

茅葺屋根が来訪者
を迎える新潟県高
柳町飯山市のグリーンツーリズムの拠点「なべくら高原森の家」

農林水産省グリーンツーリズムホームページＵＲＬ

http://www.maff.go.jp/soshiki/koukai/gt/frame.htm

事業制度名�

都市農村交流対策事業�

やすらぎの交流空間整備事業�

都市農村交流情報発信対策事業�

都市農村ふれあい農園整備事業�

対　　　　　象　　　　�

グリーンツーリズム実践計画策定、小中学生の自然･農業�
体験、都市の高齢者の農業･農村体験�

ログハウス付農園整備、廃校･廃屋を活用した交流拠点整�
備、伝統文化伝習施設や野外舞台の設置�

農村から都市への情報発信ワークショップの開催�
農家民宿から都市への情報発信ワークショップの開催�

市民農園のプラン作成、農園の園路・休息室・シャ�
ワー室等の整備�

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

支
援
す
る
事
業
制
度

4
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

効
果

3

農
村
の
知
恵
が

成
功
の
鍵
を
握
る

2
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人
口
八
千
六
百
三
十
五
人
、
世
帯
数

二
千
九
百
七
十
三
（
平
成
十
三
年
三
月

末
）
の
大
分
県
宇
佐
郡
安
心
院

あ

じ

む

町
で
は
、

農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
に
対
抗
す
る

方
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
考
え
ら
れ

ま
す
。
第
一
に
農
村
の
日
常
的
な
姿
が

最
大
の
地
域
資
源
で
あ
る
と
気
付
い
た

こ
と
、
第
二
は
、
住
民
が
知
恵
を
絞
っ

て
旅
館
業
法
等
の
規
制
を
ク
リ
ア
し
て

事
業
を
進
め
た
こ
と
で
す
。

西
日
本
有
数
の
ぶ
ど
う
産
地
と
し
て

知
ら
れ
る
安
心
院
町
で
す
が
、
離
農
者

の
増
加
や
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
農

村
の
将
来
に
明
る
い
展
望
が
描
き
に
く

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
村

の
活
性
化
に
意
欲
を
持
っ
た
有
志
が
研

究
会
を
作
り
、
新
た
な
取
り
組
み
を
模

索
し
て
い
た
と
こ
ろ
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
出
合
い
、
会
員
制
の
「
農
村
民

泊
」（
安
心
院
町
の
造
語
）
の
仕
組
み

を
編
み
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
農
村
の

普
段
着
の
生
活
の
ま
ま
、
遠
い
親
戚
を

迎
え
る
よ
う
に
来
訪
者
を
も
て
な
す
も

の
で
す
。
そ
の
素
朴
さ
や
農
家
の
人
た

ち
と
の
家
族
的
な
交
流
が
評
判
と
な
っ

て
宿
泊
客
が
急
増
し
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

雑
誌
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
十
一
月
に
は
、
安
心
院

町
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
地
域
活

性
化
に
深
く
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
、

国
土
交
通
省
の
地
域
づ
く
り
表
彰
の

「
全
国
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長

賞
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

安
心
院
町
に
は
、
約
千
六
百
軒
の

農
家
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
農
家
の

高
齢
化
、
離
農
者
の
増
加
が
徐
々
に

進
行
し
、
農
村
の
低
迷
を
食
い
止
め

る
た
め
の
新
し
い
取
り
組
み
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
土
か
ら
も
の
を
作
る
だ
け
で
は

農
業
を
営
む
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
」
そ
し
て
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
農

家
に
副
収
入
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
」
と
の
認
識
の
下
に
、
平
成
四

年
八
軒
の
農
家
が
集
ま
り
、
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
か
ら
会
長
を
務
め
、
自

ら
も
ぶ
ど
う
園
を
経
営
す
る
宮
田
静

一
会
長
は
「
自
ら
が
作
っ
た
農
産
物

に
自
分
で
値
段
を
付
け
た
い
と
思
い
、

観
光
農
園
、
産
地
直
送
な
ど
に
つ
い

て
勉
強
を
始
め
た
」
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
途
中
で
、
高
齢
者
が
多
い
農

家
だ
け
で
は
力
不
足
に
な
る
こ
と
に

気
が
つ
き
、
平
成
八
年
三
月
か
ら
、

農
家
に
限
定
し
て
い
た
枠
を
取
り
払

い
、
町
や
県
の
職
員
、
商
工
業
者
、

会
社
員
な
ど
農
家
以
外
の
メ
ン
バ
ー

も
加
え
、
三
十
五
人
で
新
し
い
研
究

会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

安
心
院
町
で
は
大
分
県
下
で
も
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
る

「
ワ
イ
ン
祭
り
」
を
毎
年
九
月
の
第

二
土
、
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
客
の
増
加
に
対
し
て
町
内
の
宿

泊
施
設
は
四
施
設
に
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
研
究
会
で
は
平
成
八
年
の

「
ワ
イ
ン
祭
り
」
に
お
い
て
、「
農
家

に
泊
ま
っ
て
ワ
イ
ン
祭
り
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
」
と
、
農
家
で
の
宿
泊
を

実
験
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

西
日
本
新
聞
、
大
分
合
同
新
聞
に

広
告
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
約
三
十
名

の
宿
泊
客
が
集
ま
り
、
七
軒
の
農
家

が
宿
泊
先
に
な
り
ま
し
た
。
手
探
り

の
実
験
で
し
た
が
、
結
果
は
、
宿
泊

客
も
農
家
も
楽
し
く
交
流
が
で
き
て
、

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
実
験
的
な
「
民
宿
」
が
成
功
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
家
も
宿
泊
者

の
受
け
入
れ
に
自
信
を
持
ち
、
平
成

九
年
以
降
の
「
農
村
民
泊
」
の
実
現

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
安
心
院
町
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
向
性
を
決
定
付
け

た
出
来
事
が
、
こ
の
実
験
の
二
カ
月

後
に
実
施
さ
れ
た
海
外
先
進
地
視
察

研
修
で
す
。
研
究
会
の
有
志
が
自
発

的
に
資
金
を
積
み
立
て
て
ド
イ
ツ
の

農
家
民
宿
を
視
察
に
行
き
、
そ
こ
で

「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
産
業
と

し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
」「
各
農
家

が
空
い
て
い
る
部
屋
を
使
っ
て
、さ

さ
や
か
な
食
事
の
提
供
で
営
業
し
て

い
る
こ
と
」「
農
村
で
は
八
ベ
ッ
ド
数

ま
で
は
無
許
可
で
民
宿
を
開
業
で
き

る
こ
と
」「
ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な
い

美
し
い
農
村
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
」を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。視

察
し
た
宮
田
会
長
は
感
心
す
る
と
と

も
に「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
こ
そ

安
心
院
町
が
生
き
残
る
道
だ
。安
心

院
町
で
も
絶
対
に
で
き
る
。」と
確
信

し
、こ
れ
が「
農
村
民
泊
」誕
生
の
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
会
の
宮
田
会
長
が
推
進
役
と

な
っ
て
説
明
会
を
開
催
し
、「
農
村

民
泊
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
野
球
好
き
の
宮
田
会
長
は
「
野

茂
英
雄
投
手
は
、
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル

と
い
う
宝
刀
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

世
界
の
野
茂
に
な
り
ま
し
た
。
強
い

直
球
（
生
産
農
業
）
と
フ
ォ
ー
ク
ボ

ー
ル
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の

組
み
合
わ
せ
の
中
に
こ
そ
、
新
し
い

農
村
形
態
を
時
代
の
中
に
見
つ
け
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
さ
あ
、
勇
気

を
持
っ
て
フ
ォ
ー
ク
を
投
げ
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
説
明
し
た
そ
う
で
す
。

「
ワ
イ
ン
祭
り
」
で
「
民
宿
」
を

実
験
し
て
い
た
こ
と
が
役
立
ち
、
当

初
は
躊
躇
し
て
い
た
農
家
も
、
宮
田

会
長
の
熱
意
と
人
柄
に
促
さ
れ
、
平

成
九
年
度
、
八
軒
の
農
家
が
参
加
し

て
「
農
村
民
泊
」
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

安
心
院
町
で
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
「
地
域
に
生
き
る
一

人
ひ
と
り
が
農
村
で
の
日
頃
の
生
活

を
楽
し
く
送
る
中
で
、
外
か
ら
の
お

客
様
を
暖
か
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
《
豊
か
に
輝
く
農
村
》
を
目

指
し
た
、
新
し
い
農
村
経
営
を
求
め

る
運
動
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
農
村
の
日
常
的
な
姿
こ
そ
が
最

大
の
地
域
資
源
と
捉
え
「
普
段
着
の

ま
ま
の
田
舎
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

（
も
て
な
し
）」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

安
心
院
町
の
「
農
村
民
泊
」
で
は

「
心
の
せ
ん
た
く
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
、
来
訪
者
は

「
遠
く
の
親
戚
」
と
み
な
し
て
も
て

な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
農
村
民
泊
」
の
実
施
に
際
し
て
、

一
番
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
も
の
が
、

法
的
制
約
で
し
た
。

通
常
、
不
特
定
多
数
の
人
を
対
象

と
し
た
宿
泊
施
設
を
通
年
的
に
開
業

し
よ
う
と
す
る
と
旅
館
業
法
、
食
品

「グリーンツーリズム」モデルケース

大分県安心院
あ じ む

町
「会員制の農村民泊」

地域観光資源を
日常生活に見出した
グリーンツーリズム事業
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http://www.oec-net.or.jp/̃ajimu/welcome.html

1
農
業
者
減
少
の

歯
止
め
策
を
検
討

2
旅
館
業
法
規
制
を

運
営
の
工
夫
で
ク
リ
ア

（
1
）農
業
者
以
外
も
検
討
に
加
わ
る

（
2
）
農
村
民
宿
を
起
業
化

（
3
）生
産
農
業
と

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合

（
2
）農
家
の
負
担
を
軽
減
し
た

「
会
員
制
の
農
村
民
泊
」

（
1
）農
村
の
日
常
的
な
姿
が

最
大
の
地
域
資
源

■安心院町のグリーンツーリズム活動の流れ

平成4年 アグリツーリズム研究会が発足
平成8年 グリーンツーリズム研究会に組織変更、農

村全体の活性化を目指す
ワイン祭りで実験的に体験宿泊を実施、好
評を博す
研究会有志がドイツの農家民宿を視察
（以降毎年実施）

平成9年 安心院町、グリーンツーリズム推進宣言
支援組織、グリーンツーリズム推進協議会
を設立

平成11年 全国藁こずみ大会第1回大会を開催（以降
毎年開催）

平成12年 全国紙に安心院町のグリーンツーリズムが
掲載、以降宿泊客急増
大分県立商業高校の体験学習受入れ

平成13年 全国初グリーンツーリズム推進係を設置
国土交通省の地域づくり表彰で「全国地域
づくり推進協議会長賞」受賞
JR九州が安心院町の農村民泊を取り入れ

最
初
に
農
村
民
泊
を
や
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ

た
と
き
に
は
、
正
直
迷
い
ま
し
た
。
し
か
し
お

父
さ
ん
（
ご
主
人
）
が
退
職
し
て
か
ら
の
人
生

で
夫
婦
が
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
も
あ
り
、
町
の
た
め

に
何
か
新
し
い
取
り
組
み
も
必
要
と
感
じ
て
い

ま
し
た
の
で
、
道
を
切
り
開
く
お
手
伝
い
を
し

よ
う
と
思
い
切
り
ま
し
た
。
実
際
や
っ
て
み
る

と
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
今
ま
で
兼

業
農
業
を
続
け
て
き
た
苦
労
が
報
わ
れ
ま
し

た
。
今
が
人
生
で
一
番
幸
せ
で
す
。

矢野俊彦さん
英子さん

「龍泉亭」主宰
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衛
生
法
、
消
防
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

中
で
も
旅
館
業
法
の
制
約
は
大
き
く
、

民
宿
で
あ
っ
て
も
、
最
低
客
室
面
積

が
三
十
三
平
方

以
上
な
い
と
営
業

で
き
な
い
規
定
が
あ
り
ま
す
。
比
較

的
に
大
型
の
家
屋
で
あ
る
農
家
で
あ

っ
て
も
、
三
十
三
平
方

（
二
十
畳
）

以
上
を
客
室
と
す
れ
ば
、
家
族
の
居

場
所
が
な
く
な
り
ま
す
。
現
行
の
旅

館
業
法
に
沿
っ
て
客
室
面
積
を
確
保

す
る
と
な
れ
ば
、
数
百
万
円
以
上
の

改
築
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
う
な

っ
て
は
誰
も
「
農
村
民
泊
」
を
実
現

で
き
な
い
た
め
、
ど
う
に
か
し
て
規

制
を
ク
リ
ア
す
る
方
法
は
な
い
も
の

か
と
考
え
て
い
た
時
、
会
員
制
に
し

て
「
特
定
の
人
」
を
宿
泊
さ
せ
る
ア

イ
デ
ア
を
得
て
、
実
現
化
の
道
を
拓

き
ま
し
た
。

安
心
院
町
の
「
農
村
民
泊
」
で
は

宿
泊
希
望
者
に
は
会
員
登
録
を
し
て

も
ら
い
、「
特
定
の
人
」
が
農
村
文

化
を
体
験
す
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
謝
礼
と
し
て
、
農
村
文
化
体
験

料
（
一
泊
朝
食
付
き
四
千
円
、
一
泊

夕
食
朝
食
付
き
五
千
円
）
を
安
心
院

町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が

受
け
取
る
方
式
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
農
家
は
新
た
に
改
築
す

る
こ
と
な
く
「
農
村
民
泊
」
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
こ
の
参
入
の
し
や
す

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

さ
が
、
安
心
院
町
の
「
農
村
民
泊
」

を
広
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
的
に
無
理
を
し
て
い
な
い
こ
と

が
「
惜
し
み
の
な
い
も
て
な
し
」
を

支
え
、
そ
れ
が
宿
泊
者
を
感
激
さ
せ

て
「
リ
ピ
ー
タ
ー
」
や
「
口
コ
ミ
」

を
生
み
出
し
て
宿
泊
客
を
増
加
さ
せ

る
好
循
環
を
作
っ
て
い
ま
す
。

安
心
院
町
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
民
間
主
導
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
行
政
側
も
農
村
の
活
性
化
の

た
め
に
何
か
新
し
い
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
平

成
九
年
三
月
に
安
心
院
町
は
「
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
宣
言
」
を
行

い
、
さ
ら
に
議
会
、
農
協
、
商
工
会

な
ど
町
内
の
団
体
を
集
め
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
も
同
年

九
月
に
組
織
化
し
て
町
を
あ
げ
て
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支
援
す
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
行
政
側
の
支
援
の
中
で

最
大
の
も
の
は
、
平
成
十
三
年
四
月

に
全
国
で
も
は
じ
め
て
「
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
係
」
を
役
場
に
設

置
し
た
こ
と
で
す
。
専
任
の
係
長
が
、

宿
泊
受
付
、
内
容
紹
介
、
視
察
や
取

材
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
院
町
の
「
農
村
民
泊
」
は
、

研
究
会
有
志
が
一
番
感
激
し
た
ド
イ

ツ
の
農
家
民
宿
を
手
本
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
特
色
は
次
の
通
り
で
す
。

①
経
済
的
負
担
な
く
参
入
が
可
能

「
農
村
民
泊
」
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
受
入
れ
る
よ
う
に
、
農
家
の
空

い
て
い
る
部
屋
が
宿
泊
客
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
農
家
側
に
は
客
室
の
増
築

と
い
っ
た
初
期
投
資
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
経
済
的
な
負

担
な
く
「
農
村
民
泊
」
を
無

理
な
く
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
農
作
業
時
間
を
確
保
し
た

無
理
の
な
い
営
業
時
間

「
農
村
民
泊
」
を
実
施
し

て
も
今
ま
で
通
り
農
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
は
十
七
時
に
し
て
い
ま
す
。

「
農
村
民
泊
」
を
実
施
し
て

い
る
農
家
は
約
三
十
軒
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
常
時
十

軒
が
受
け
入
れ
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
農
繁
期

や
農
家
の
個
人
的
都
合
を
優
先
し
て

営
業
を
休
む
こ
と
を
前
提
に
し
て
お

り
、
農
家
が
無
理
せ
ず
に
「
農
村
民

泊
」
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
に
し
て

い
ま
す
。

③
自
家
製
の
も
て
な
し

夕
食
や
朝
食
に
は
、
各
農
家
が
栽

培
し
た
野
菜
、
自
家
製
の
味
噌
、
豆

腐
、
漬
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
さ
れ

ま
す
。
農
家
で
は
自
家
製
の
食
品
が

当
た
り
前
で
す
が
、
宿
泊
者
に
と
っ

て
は
手
間
暇
か
け
た
価
値
あ
る
食
べ

物
で
あ
り
、
新
鮮
な
感
動
を
与
え
、

こ
れ
が
「
農
村
民
泊
」
の
魅
力
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
人
数
限
定
で
家
庭
的
も
て
な
し

「
農
村
民
泊
」
で
は
宿
泊
客
と
農

家
の
家
族
と
が
一
緒
に
食
事
を
し
ま

す
。
そ
し
て
「
遠
く
の
親
戚
」
を
迎

え
る
場
合
と
同
様
に
「
ど
ん
ど
ん
食

べ
て
」
と
惜
し
み
な
く
料
理
が
提
供

さ
れ
、
語
り
合
い
が
続
き
ま
す
。
家

庭
的
な
も
て
な
し
を
実
現
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
各
農
家
は
一
日
一
組
五

名
程
度
ま
で
の
宿
泊
客
し
か
泊
め
ま

せ
ん
。

⑤
精
神
的
な
絆
の
構
築

「
農
村
民
泊
」
で
は
、
農
家
の
家

族
が
宿
泊
客
の
話
し
相
手
と
な
り
、

食
事
後
も
語
り
合
い
が
続
き
ま
す
。

人
生
経
験
豊
か
な
六
十
歳
台
の
夫
婦

が
「
農
村
民
泊
」
を
主
宰
し
て
い
る

場
合
が
多
く
、
そ
の
穏
や
か
な
人
柄

が
加
わ
っ
て
宿
泊
客
が
話
し
や
す
い

条
件
が
整
っ
て
い
ま
す
。
自
家
製
の

か
き
餅
を
食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
宿
泊
客

は
ス
ト
レ
ス
を
解
放
し
、
ホ
ス
ト
役

夫
婦
は
無
意
識
の
う
ち
に
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

料
理
と
い
う
形
あ
る
も
て
な
し
と
同

時
に
、
心
の
も
て
な
し
を
受
け
て
、

宿
泊
者
は
農
家
と
精
神
的
な
絆
が
で

き
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
宿
泊
客
の
三

分
の
二
以
上
の
方
か
ら
お
世
話
に
な

っ
た
農
家
に
年
賀
状
が
送
ら
れ
て
来

ま
す
。
安
心
院
町
で
は
「
十
泊
し
た

人
に
は
冠
婚
葬
祭
の
案
内
を
送
り
、

本
当
の
親
戚
付
き
合
い
を
開
始
す

る
」
と
決
め
て
い
ま
す
。

①
利
用
者
数
は
順
調
に
増
加

「
農
村
民
泊
」
を
開
始
し
た
平
成
九

年
度
の
年
間
宿
泊
客
数
は
約
百
名
で

し
た
。
そ
れ
が
順
調
に
増
加
し
十
三

年
度
は
二
千
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

何
も
無
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
大
規
模

な
施
設
整
備
を
す
る
こ
と
な
く
約
一

千
万
円
の
収
入
が「
農
村
民
泊
」農
家

に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
地
元
産
品
の
販
売
に
貢
献

安
心
院
町
は
西
日
本
一
の
ぶ
ど
う

の
産
地
で
あ
り
、「
農
村
民
泊
」
農

家
で
は
ド
イ
ツ
の
農
家
民
宿
の
よ
う

に
地
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
「
安
心
院
ワ
イ
ン
」
は

甘
口
で
土
産
物
と
し
て
も
人
気
が
あ

り
、
旬
の
野
菜
と
と
も
に
町
内
二
カ

所
の
直
売
所
で
販
売
さ
れ
、
宿
泊
客

の
増
加
と
と
も
に
売
上
げ
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。

③
町
民
の
意
識
の
変
化

農
村
に
あ
こ
が
れ
る
来
訪
者
が
多

い
こ
と
や
、
受
け
継
い
で
き
た
囲
炉

裏
、
五
右
衛
門
風
呂
、
自
家
製
の
食

材
の
価
値
を
来
訪
者
か
ら
指
摘
さ
れ
、

町
民
自
身
も
町
の
価
値
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
町
内
の
自
然
、
景
観
、
文

化
を
地
域
振
興
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
と
町
民
の
意
識
も
変
化
し
、
古

い
家
屋
や
石
塀
な
ど
地
域
資
源
を
発

掘
す
る
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

④
マ
ス
コ
ミ
が
Ｐ
Ｒ

安
心
院
町
で
は
ほ
と
ん
ど
Ｐ
Ｒ
費

用
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
。
口
コ
ミ
と

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
が
最
大
の
Ｐ
Ｒ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
に
限

っ
て
も
、
全
国
新
聞
に
「
農
村
民
泊
」

の
記
事
が
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
、

全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
放

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

三
年
度
の
視
察
客
だ
け
で
も
百
十
組

を
数
え
て
い
ま
す
。

①
会
員
制
農
村
民
泊
の
法
的
根
拠
の

確
立

「
農
村
民
泊
」
で
は
会
員
制
を
導

入
し
て
宿
泊
客
を
「
特
定
の
人
」
と

み
な
し
、
旅
館
業
法
の
規
制
を
ク
リ

ア
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し

法
的
根
拠
が
明
確
で
は
な
く
、
農
家

が
自
宅
を
活
用
し
て
民
宿
を
開
業
で

き
る
よ
う
に
規
制
緩
和
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
経
団
連
も
平
成
十
二
年
十
月
の

「
二
十
一
世
紀
の
わ
が
国
観
光
の
あ

り
方
に
関
す
る
提
言
」
の
中
で
、
農

家
の
民
宿
開
設
に
関
し
て
規
制
緩
和

を
提
案
し
て
い
ま
す
。）

②
町
民
が
納
得
す
る
行
政
支
援

安
心
院
町
が
研
究
会
に
対
し
て
実

施
し
て
い
る
経
済
的
支
援
は
、
配
布

物
の
印
刷
費
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
料
、

イ
ベ
ン
ト
補
助
費
に
限
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
他
人
を
自
宅
に
泊
め

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
町
民
も
い
る

た
め
、
配
慮
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
い
る
た
め
で
す
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

（
3
）行
政
は
側
面
支
援

（
1
）「
農
村
民
泊
」の
特
色

（
2
）「
農
村
民
泊
」の
成
果

3
「
農
村
民
泊
」の
特
色
と
課
題

安心院町は盆地の町、四方を山に囲まれています

安心院町の冬の風物詩「わらこずみ」

（
3
）
課
題
と
対
応
策
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方
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
五

年
が
経
過
し
て
も
問
題
の
あ
る
人
は

な
く
、
接
客
に
も
次
第
に
慣
れ
て
、

会
話
を
通
じ
て
宿
泊
客
の
反
応
に
応

じ
た
対
応
が
次
第
に
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

農
村
民
泊
を
続
け
る
上
で
は
、
家
族

の
中
で
「
話
好
き
」「
世
話
好
き
」

「
料
理
好
き
」
と
い
っ
た
資
質
の
あ

る
ホ
ス
ト
役
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

農
村
民
泊
の
参
入
に
は
、
初
期
投
資

の
ハ
ー
ド
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通

年
的
に
営
業
を
行
う
上
で
は
、
料
理

や
接
客
を
負
担
に
感
じ
な
い
性
格
で

あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑤
個
性
の
尊
重
と
サ
ー
ビ
ス
の
標
準

化
の
調
整

農
村
民
泊
で
は
、「
一
軒
一
軒
違

う
個
性
が
あ
る
こ
と
」
を
売
り
物
に

し
、
各
農
家
が
提
供
す
る
料
理
も
異

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
の
体
験

学
習
と
い
っ
た
団
体
客
を
受
入
れ
る

た
め
に
は
、
料
理
や
体
験
学
習
の
内

容
に
つ
い
て
「
標
準
化
」
を
図
る
こ

と
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
い
農
家
の
参
入
を
促
す
た
め
に
も
、

接
客
、
対
話
、
臨
機
応
変
な
対
応
方

法
に
つ
い
て
「
先
輩
農
家
」
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

宿
泊
客
数
と
参
加
農
家
の
増
加
、
さ

ら
に
は
新
規
参
入
促
進
の
た
め
に
は
、

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
サ
ー
ビ
ス

の
標
準
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
研
究
会
で
は
「
農
村

民
泊
」
を
実
施
し
て
い
る
農
家
を
二

カ
月
に
一
回
持
ち
回
り
で
訪
ね
て
、

提
供
し
て
い
る
料
理
や
も
て
な
し
方

を
披
露
し
、
教
え
合
う
こ
と
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

安
心
院
町
の
「
農
村
民
泊
」
を
機

能
面
か
ら
眺
め
れ
ば
「
宿
泊
と
食
事

の
提
供
」
を
し
て
お
り
既
存
の
民
宿

と
同
様
で
す
。
し
か
し
「
農
村
民
泊
」

で
は
宿
泊
客
を
一
日
一
組
に
限
定
し
、

し
か
も
農
村
に
関
心
の
あ
る
人
を
家

族
同
様
に
受
入
れ
て
お
り
、
短
期
間

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
提
供
す
る
活

動
と
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
。

旬
の
食
べ
物
、
新
鮮
な
食
べ
物
、

自
家
製
の
食
べ
物
が
豊
富
に
あ
り

「
さ
あ
食
べ
な
さ
い
」
と
も
て
な
す

農
家
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
食
べ
物
を
消
費
地
に
提
供
し

続
け
て
き
た
農
村
の
役
割
の
重
要
性

や
農
村
が
育
ん
で
き
た
大
ら
か
な
風

土
を
、
宿
泊
者
は
無
意
識
の
う
ち
に

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
「
農
村
民
泊
」
の
持
つ

無
垢
な
特
性
も
維
持
し
つ
つ
も
、
農

家
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
農
村
の
経

済
面
の
活
性
化
に
役
立
て
る
た
め
に

は
、
宿
泊
客
数
を
拡
大
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

安
心
院
町
で
は
、
平
成
十
二
年
に

大
分
県
立
商
業
高
校
の
二
年
生
の
体

験
学
習
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
三
百

二
十
名
の
生
徒
を
一
時
に
受
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
四
班
に
分

け
る
と
と
も
に
、
一
時
的
な
「
農
村

民
泊
」
農
家
に
も
学
生
を
受
入
れ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
四
年

度
は
関
東
地
方
の
公
立
高
校
の
体
験

学
習
を
受
入
れ
て
欲
し
い
と
大
手
旅

行
代
理
店
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
単
位
の
農
村
体
験
を
ど
の
よ
う

に
受
入
れ
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課

題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
院
町
が
考
案
し
た
「
農
村
民

泊
」
は
、
今
大
分
県
内
に
広
が
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
平
成
十
四
年
四
月
二
十
七

日
に
、
安
心
院
町
内
で
「
大
分
県
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
設
立
総

会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
安
心

院
町
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
が
「
一
村

一
品
農
村
民
泊
」
に
広
が
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
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リ
ズ
ム
が
農
村
の
活
性
化
に
役
立
ち
、

地
域
全
体
の
振
興
に
も
貢
献
す
る
こ

と
を
町
民
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
、

研
究
会
で
は
、
町
内
全
戸
に
対
し
て

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
、
活
動
の
理
解

と
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
「
農
村
民
泊
」
の
普
及

現
在
「
農
村
民
泊
」
を
実
施
し
て

い
る
農
家
は
約
三
十
軒
で
す
。
こ
れ

は
安
心
院
町
の
農
家
の
二
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
ま
た
夏
場
な
ど
は
宿
泊
希

望
が
多
く
予
約
を
断
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、「
農
村
民
泊
」
参
加
農
家

を
増
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
安
心
院
町
と
研
究
会
で
は
町

内
の
農
家
が
農
業
生
産
を
基
礎
に
置

き
つ
つ
「
農
村
民
泊
」
を
試
み
、
副

収
入
を
確
保
し
て
経
営
基
盤
の
強
化

が
で
き
る
よ
う
に
、
講
演
会
や
視
察

研
修
を
行
い
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
参
入
に
個
人
的
資
質
が
必
要

農
村
民
泊
で
は
、
他
人
を
泊
め
て
、

一
緒
に
食
事
を
し
、
さ
ら
に
風
呂
や

ト
イ
レ
も
共
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
参
入
に
は
「
思
い
切
り
」

が
必
要
で
す
。
初
め
て
他
人
を
迎
え

入
れ
た
農
家
で
は
、
当
初
ど
う
い
う

人
が
泊
ま
り
に
来
る
の
か
不
安
で
仕

問い合わせ先　大分県宇佐郡安心院町　商工歓交課　電話　0978－44－1111

安心院町ホームページURL http://www.oec-net.or.jp/̃ajimu/welcome.html

グリーンツーリズム推進係のある町

平成8年に町民の方々が中心となり、「グリーンツーリズム研究会」が結成されて、安心院町のグ

リーンツーリズム活動が始まりました。「安心院町を大切に守り、住む人が町に愛着と誇りを持ち、

訪れる人々を大切にもてなしたい」という純粋かつ真剣な考え方が、研究会設立の背景になってお

ります。

安心院町のグリーンツーリズム活動は、すでに6年が過ぎようとしておりますが、この間、町に

与えた影響は計り知れないものがあります。研究会の活動の広がりが町や議会を動かし、全国に先

駆けて「グリーンツーリズム推進宣言」を町が宣言し、全町上げての取り組みへとつなげるべくグ

リーンツーリズム推進協議会も設立されたわけであります。また、平成13年4月には、庁内の機構

改革に合わせて全国初の「グリーンツーリズム推進係」を設けました。「農村民泊」という安心院町

独自の方式や活動は、大分県下はもちろんのこと、全国的にも高い評価を得ており多数の視察者が

本町に訪れています。

農山村の全国的な過疎化の中、わが町においても過疎化が進行しています。これからは人口が減

少しても、そこに住む人々が輝きを失わず、「訪れる人々に安心院の空間と時間を楽しんでいただき

たい。農村を基本とした自然・文化・人情にふれていただきたい」これが我々の切実な願いでもあ

ります。結果として、交流人口の拡大によって物心ともに潤う「安心の里づくり」を目指していき

たいと考えております。

グリーンツーリズムは、まさしく農山村の生き残りをかけた政策の一つであります。平成12年度

からの新しい過疎地域自立促進計画の策定においても、従来の定住政策に加え交流施策の充実を掲

げており、初めてグリーンツーリズムの推進を計画に盛り込みながら、支援体制の強化と住民コン

センサスの拡大を図ろうと考えているところであります。また、全国総合開発計画においては「過

疎地域」とは呼ばず、今までとは違った発展の仕組みを農山村自らが創造していく必要性から「多

自然居住地域」という発想も生まれております。

この安心院に残された、やさしく美しい自然や景観等の地域資源を最大限に活かしながら「多自

然居住」の地域づくりに向け、研究会の先見性と行動力に行政の力をプラスし、不動の地域政策と

なるようともに手をつなぎながら歩んでまいりたいと考えております。

■高田文義町長の言葉

4
今
後
の
展
開

安
心
院
町
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
農
村
民
泊
の
オ
ジ
サ
ン
や
オ
バ
サ
ン

が
一
番
の
資
源
で
す
。
農
家
に
泊
ま
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
語
り
合
っ
て
「
心
の
せ
ん
た

く
」
が
で
き
る
か
ら
、
ま
た
訪
ね
た
く
な

る
の
で
す
。
私
は
農
家
に
全
く
負
担
の
か

か
ら
な
い
「
安
心
院
方
式
の
農
村
民
泊
」

を
ま
ず
町
内
に
広
め
て
定
着
さ
せ
、
そ
の

次
に
は
大
分
県
内
に
も
広
げ
た
い
。
農
村

が
生
き
残
る
に
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 宮田静一さん

直昌さん
グリーンツーリズム
研究会会長

安
心
院
町
で
は
、
農
家
も
町
も
ハ
ー
ド

に
お
金
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
。
農
家
の
日

常
生
活
そ
の
も
の
が
売
り
物
で
、
家
族
の

よ
う
に
宿
泊
客
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
も
真
似
が
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
最
近
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

や
視
察
が
多
く
、と
て
も
忙
し
い
で
す
が
、

最
大
の
P
R
活
動
と
捉
え
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
放
映
の
直
後
は
、
一
日
百
件
を
超
す

問
い
合
わ
せ
が
全
国
か
ら
あ
っ
て
反
響
に

驚
い
て
い
ま
す
。

河野洋一さん
安心院町
グリーンツーリズム
推進係長
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総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
は
、

経
済
産
業
省
設
置
法
に
基
づ
い
て
設

立
さ
れ
た
経
済
産
業
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

調
査
会
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原

子
力
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
部
会
・

分
科
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
で

は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方

向
性
を
示
す
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
見
通
し
」
の
検
討
を
行
い
、
平
成

十
三
年
七
月
に
「
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
」
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
経

済
産
業
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
環

境
面
で
は
Ｃ
Ｏ
P
3
（
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
3
回
締
約
国
会
議
）
の
京

都
議
定
書
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
〇

年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
一
九

九
〇
年
度
レ
ベ
ル
ま
で
抑
制
す
る
こ

と
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
枠
組

み
を
維
持
し
た
場
合
（
基
準
ケ
ー
ス
）

に
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
目
標

水
準
ま
で
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

一
九
九
〇
年
度
に
比
べ
て
約
二
千

万

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

ト
ン

す
。目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
省
エ

ネ
対
策
、
新
エ
ネ
対
策
、
燃
料
転
換

等
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
像
が
、「
目
標
ケ
ー
ス
」
の
長

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
す
。

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
は
、
家
庭
や

ビ
ル
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
し
て
は
、
太
陽
光
発
電

や
風
力
発
電
の
導
入
を
促
す
制
度
を

設
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
省
エ
ネ
対
策
と
新
エ
ネ
対

策
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
る
「
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」
と
「
Ｒ
Ｐ
Ｓ
（
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
制
度
」
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
七
月
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
は
、
わ
が
国
が
目
指
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
像
で
あ
る
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
と
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

経
済
産
業
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
一
九

九
〇
年
度
と
同
水
準
に
抑
制
す
る
に
は
、
年
間
二

千
万

の
削
減
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
削
減
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
目
標
ケ
ー
ス
で
は
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
省
エ
ネ
対
策
で
六
百
万

削
減
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
で
九
百
万

削
減
、
発
電
所

燃
料
の
転
換
で
五
百
万

削
減
す
る
計
画
で
す
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
会
で
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」
を
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
部
会
で
は
「
Ｒ
Ｐ
Ｓ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
準
制
度
）」
を
有
力
な
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
対
策
と
し
て
い
ま
す
。 ト

ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

総合資源エネルギー調査会の動向
長期エネルギー需給見通しと二酸化炭素排出量削減対策

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

対
策
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と

Ｒ
Ｐ
Ｓ
を
活
用

「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
事
業
）
と

は
、
工
場
、
オ
フ
ィ
ス
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用

を
実
現
す
る
事
業
で
す
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
が
平
成
十
三
年

六
月
に
示
し
た
「
今
後
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の

中
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
っ
て
、

原
油
換
算
一
百
万

分
の
削
減
効

果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

①
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
特
長

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
民
間
の
ビ
ジ

ネ
ス
ベ
ー
ス
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進

め
る
も
の
で
す
。
民
間
企
業
で
あ
る

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
会
社
が
、
省
エ
ネ
診

断
、
改
修
計
画
の
立
案
、
設
計
施
工
、

運
転
管
理
、
資
金
調
達
ま
で
省
エ
ネ

改
善
事
業
に
関
わ
る
全
て
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
事
業
の
特
長
と
し
て

は
、
成
功
報
酬
契
約
を
行
う
こ
と
で
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
改
修
に
要
し
た
経

費
は
全
て
光
熱
費
の
削
減
分
で
賄
わ

れ
ま
す
。

ま
た
改
修
工
事
後
の
省
エ
ネ
効
果

に
対
し
て
事
業
会
社
が
責
任
を
持
つ

リ
ッ

ト
ル

キ
ロ

こ
と
か
ら
、
従
来
の
省
エ
ネ
工
事
よ

り
も
効
果
が
高
ま
る
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
へ
の
支
援
策

石
油
危
機
を
背
景
と
し
て
米
国
で

は
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
が
発
展
し
、
約
十

億
ド
ル
の
市
場
規
模
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
わ
が
国
で
は
実
施
事

例
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
平
成

十
三
年
度
に
大
阪
府
の
福
祉
施
設
で

自
治
体
初
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
が
計
画

さ
れ
、
省
エ
ネ
と
光
熱
費
の
抑
制
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
で

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
普
及
に
向
け

て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
事
業

者
支
援
事
業
」「
住
宅
・
建
築
物
高
効

率
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進

事
業
」
等
の
補
助
事
業
、
低
利
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
（
新
市
場
拡
大

措
置
検
討
小
委
員
会
）
で
は
、
風
力

発
電
、
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
三
年
十

二
月
に
、
電
力
会
社
に
販
売
電
力
の

一
部
を
風
力
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
証
書
制
度

の
創
設
を
決
定
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
の
導
入
に
向

け
て
現
在
法
制
化
の
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｐ
Ｓ
が
対
象
と
し
て
い
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
風
力
、
太
陽
光
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
廃
棄
物
、
中
小
水
力
発

電
、
地
熱
発
電
の
六
種
類
で
す
。
政

府
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
に

対
し
て
、
そ
の
発
電
実
績
に
応
じ
た

証
書
を
発
行
し
ま
す
。
毎
年
電
力
会

社
に
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
よ
る

電
力
の
販
売
量
が
割
り
当
て
ら
れ
、

電
力
会
社
は
割
り
当
て
ら
れ
た
義
務

量
に
見
合
う
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を

発
電
す
る
か
、
も
し
く
は
市
場
取
引

に
よ
っ
て
他
社
の
証
書
を
購
入
し
て

義
務
量
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
年
度
末
に
証
書
を
政
府
に
提

出
し
、
義
務
量
の
達
成
を
証
明
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
達
成
で
き
な
い

場
合
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
は
既
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
米
国
テ
キ
サ
ス
州
で
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
証
書
は
市
場
を
通
じ
て
売
買

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
固
定
価
格
の
買

い
取
り
制
度
に
比
べ
て
、
効
率
的
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
が
進
む
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し

省
エ
ネ
対
策
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
仕
組
み

Ｒ
Ｐ
Ｓ
の
仕
組
み

Ｒ
Ｐ
Ｓ

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
制
度
）

■オーストラリア、米国テキサス州のRPS制度概要 ■最終エネルギー消費と二酸化炭素排出量の見通し

■ＥＳＣＯ事業の概念図

年度�

1990年度�

構成比�
％�

構成比�
％�

構成比�
％�

構成比�
％�

1999年度�
2010年度�

基準ケース� 目標ケース�

項目�

合　計�

産　業� 183

349

85�
46�
39�
�
80�
32�
49

52.5

100

24.4�
13.3�
11.2

23.0�
11.0�
12.0

197

402

105�
  55�
  50�
�
100�
  53�
  47

49.0

100

26.1�
13.8�
12.3

24.9�
13.2�
11.7

183

409

126�
  60�
  66�
�
96�
51�
45

45.8

100

30.8�
14.7�
16.1

24.3�
12.5�
10.9

185程度�

400程度�

46程度�

100

30程度�
14程度�
16程度�
�

120程度�
  58程度�
  63程度�
�
94程度�
50程度�
45程度�
�

24程度�
12程度�
11程度�
�

民　生�
　　家庭�
　　業務�

民　生�
　乗用車�
　貨物等�

年度�
1990年度� 1999年度�

2010年度�

基準ケース� 目標ケース�項目�

287程度�307�
（6.9％）�

313�
（8.9％）�

287エネルギー起源のCO2排�
出量（対90年度比伸び率）�

光
熱
費
支
出�

光
熱
費
支
出�

返
済
分�

光
熱
費
支
出�

顧客の利益�

顧客の利益�金利�
初期�
投資�

ESCOの配当�

ESCO事業�
実施前�

ESCO事業�
実施後�

契約期間終了後�

米国テキサス州�

2001年4月� 2001年7月�制度開始時期�

対象エネルギー�

目標�

制度への評価�

太陽光、太陽熱温水、風力、地熱、水
力、埋立ガス、下水汚泥ガス、バイオ
系廃棄物、自治体ゴミ燃焼、燃料電
池等�

義務対象者に大きな自由度が与
えられる�
行政コストが低く、コスト削減インセ
ンティブが働く�

政府の介入を最小限にするシステム�
再生可能エネルギー電力の導入に
必要なコストを最小限にできる制度�

2010年までに95億kwhを増加�

太陽光、風力、地熱、バイオマス、埋
立ガス等�

2009年までに200万kwの再生可
能電力の設備を増設�

オーストラリア�
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長
崎
県
西
海
町
は
、
長
崎
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
す
る
人
口
八
千
人
の
町

で
す
。
県
都
長
崎
市
か
ら
は
車
で
一
時

間
程
度
、
針
尾
瀬
戸
を
一
ま
た
ぎ
す
る

西
海
橋
の
完
成
に
よ
り
、
県
下
第
二
の

都
市
で
あ
る
佐
世
保
市
か
ら
車
で
三
十

分
、
福
岡
市
か
ら
で
も
二
時
間
程
度
で

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
佐
世
保
市
、
長
崎
市
、
福
岡

市
等
を
商
圏
と
す
る
日
帰
り
も
し
く
は

一
泊
程
度
の
観
光
地
と
し
て
、
事
業
化

の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

西
海
町
で
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
町
お
こ
し
の
起
爆
剤
の
一
つ
と

位
置
付
け
、
平
成
十
年
度
に
「
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
構
想
」
を

策
定
、
み
か
ん
や
び
わ
な
ど
の
果
実

の
採
取
と
そ
れ
を
材
料
と
し
た
ジ
ャ

ム
作
り
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
に
至

る
米
作
り
等
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
、

伊
佐
の
浦
コ
テ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
す

る
自
然
体
験
型
宿
泊
施
設
の
整
備
等

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ

う
い
っ
た
施
設
を
訪
れ
る
観
光
客
に

食
事
を
提
供
す
る
施
設
が
な
か
っ
た

た
め
、
町
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ

ス
ト
ラ
ン
の
設
置
を
決
め
、
建
物
の

建
設
と
料
理
人
を
募
集
し
始
め
ま
し

た
。
料
理
人
は
当
初
、
地
元
長
崎
県

内
、
次
い
で
九
州
全
域
で
募
集
し
ま

し
た
が
、
応
募
者
は
一
人
も
無
く
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
の
調
査
を
し
て
み
る
と
フ

ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
の
事
業
化

は
困
難
と
い
う
指
摘
を
複
数
の
料
理

人
か
ら
受
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
レ
ス

ト
ラ
ン
の
建
物
は
平
成
十
一
年
度
に

完
成
し
て
い
た
た
め
、
飲
食
施
設
の

設
置
計
画
は
変
更
せ
ず
、
対
象
地
で
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
飲
食
施
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
再
検
討
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

西
海
町
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

モ
デ
ル
構
想
」
で
は
、
九
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
郷
土
料

理
の
研
究
が
あ
り
、「
食
と
農
を
考
え

る
女
性
の
会
」
十
四
名
が
、
町
内
で

生
産
さ
れ
る
農
作
物
を
使
っ
た
郷
土

料
理
の
発
掘
と
継
承
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
西
海
町
で
は
こ
れ
に
着

目
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
」
か
ら
「
郷
土

料
理
」
に
変
更
、「
食
と
農
を
考
え
る

女
性
の
会
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
事

業
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
メ
ン
バ
ー
全
員
が
「
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
担
当
を
固
辞
す
る
姿
勢
を
崩
さ
ず
、

町
の
担
当
部
署
で
あ
る
経
済
課
産
業

振
興
係
の
福
田
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
の

自
宅
を
一
軒
一
軒
回
り
、
協
力
を
依

頼
、
二
カ
月
で
十
四
名
全
員
か
ら
参

加
の
了
解
を
得
ま
し
た
。

調
理
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
は
決

定
し
た
も
の
の
、
単
な
る
郷
土
料
理

で
は
町
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
は
困

難
で
あ
る
こ
と
は
当
初
か
ら
認
識
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
（財）
電
源

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派
遣

事
業
を
活
用
し
て
、「
売
り
物
に
な
る
」

商
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
西
海
町
で
収
穫
さ
れ

る
良
質
な
野
菜
を
使
っ
た
、
都
市
生

活
者
の
「
健
康
志
向
」
に
積
極
的
に

対
応
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、「
医

食
同
源
」
の
考
え
か
ら
薬
膳
料
理
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
西
海
町

は
野
菜
類
、
特
に
根
菜
類
の
栽
培
に

適
し
た
土
壌
を
有
し
、
町
内
の
農
産

物
直
売
所
に
は
、
長
崎
市
や
佐
世
保

市
か
ら
野
菜
を
求
め
に
来
る
消
費
者

も
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を

生
か
し
、
さ
ら
に
単
な
る
郷
土
料
理

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
①
食
事

を
す
る
人
の
内
臓
の
部
位
（
腎
臓
、

脾
臓
、
肺
、
肝
臓
、
心
臓
）
ご
と
に

薬
効
が
期
待
で
き
る
レ
シ
ピ
を
開
発

す
る
、
②
季
節
ご
と
に
旬
の
食
材
を

使
用
す
る
、
の
二
点
を
基
本
方
針
と

し
、
通
年
で
二
十
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー

を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
薬
膳
メ
ニ

ュ
ー
は
好
評
で
、
開
業
初
年
度
に
当

る
平
成
十
二
年
度
の
入
込
み
客
数
は

八
千
人
、
客
単
価
は
平
均
千
円
強
で
、

ほ
ぼ
当
初
の
計
画
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
建
物
の
所
有
権
は
町
に
あ
り
、

現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
部
分
を
実
質
的

に
運
営
し
て
い
る
「
食
と
農
を
考
え

◆
ふ
る
さ
と
薬
膳
メ
ニ
ュ
ー
（
長
崎
県
西
海
町
）

地
場
産
の
食
材
を
使
っ
て
目
的
別
の

薬
膳
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

■問い合わせ先／
西海町ツーリズム協会
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http://www.saikaicho.net

る
女
性
の
会
」
に
無
料
で
貸
与
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
四
年
度
の
客
数
を

一
万
人
程
度
を
目
標
と
し
て
お
り
、

実
現
す
れ
ば
町
に
対
す
る
賃
借
料
の

支
払
い
が
可
能
に
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
ま
す
。

現
在
の
顧
客
層
は
、
子
供
が
あ
る

程
度
大
き
く
な
っ
た
四
十
代
か
ら
六

十
代
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
七
〜
八
割

を
占
め
、
残
り
が
一
般
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

客
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

客
の
場
合
、
全
員
が
薬
膳
メ
ニ
ュ
ー

を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
多
く

な
い
た
め
、
客
単
価
の
点
で
も
主
婦

グ
ル
ー
プ
の
方
が
望
ま
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
グ
ル
ー
プ
で
来
店
し
た
主
婦

の
一
人
が
ま
た
新
た
な
主
婦
グ
ル
ー
プ

を
連
れ
て
来
る
と
い
う
「
口
コ
ミ
の
パ

タ
ー
ン
」
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
来

店
客
は
佐
世
保
市
及
び
長
崎
市
か
ら
が

ほ
と
ん
ど
で
、
両
市
と
そ

の
周
辺
を
合
わ
せ
た
人

口
約
七
十
万
人
が
現
在

の
中
心
的
な
客
層
範
囲

で
す
。

P
R
活
動
と
し
て
は
、

平
成
十
三
年
六
月
に
初

め
て
、
九
州
一
円
で
発

売
さ
れ
る
旅
行
専
門
誌

に
有
料
広
告
を
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
コ
テ
ー
ジ
の
夏
休

み
向
け
広
告
と
の
抱
き

合
わ
せ
広
告
で
あ
り
、

商
圏
の
拡
大
に
と
ど
ま

ら
ず
、
若
者
グ
ル
ー
プ

や
社
員
研
修
等
、
新
た

な
顧
客
層
の
獲
得
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
料
理
を
研
究
し
て
い
た
地
元
主

婦
グ
ル
ー
プ
に
白
羽
の
矢
、一
人
一
人

に
頼
み
込
ん
で
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
る

商
品
開
発

他
に
な
い
メ
ニ
ュ
ー
作
り
に

取
り
組
む

コ
ン
セ
プ
ト

当
初
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

を
計
画
し
た
も
の
の
、

シ
ェ
フ
が
見
つ
か
ら
ず
に
断
念

対
象
顧
客

最
大
の
顧
客
は
主
婦
グ
ル
ー
プ

メニューの一例

「椿」（つばき－薬効：腎臓）
スタミナ不足を感じる、
疲れるとむくみが出る、恐ろしい夢をよく見る方に。

・食前酒
・胡麻豆腐
・月替わりご飯
・豆腐ステーキ薬膳コース
・旬菜のてんぷら

・味噌汁
・お刺身盛り合わせ
・旬菜の炊き合わせ
・香の物
・デザート

・食前酒
・蓮根のはさみ揚げ
・月替わりご飯
・西海豚ピリ辛炒め
・旬菜の和え物

・味噌汁
・お刺身盛り合わせ
・旬菜の炊き合わせ
・香の物
・デザート

「薊」（あざみ－薬効：心臓）
手のひらが赤い、口内炎ができやすい、

階段の上り下りがつらい等の症状がある方に

販
売
成
績
〜
初
年
度
は
収
支
ト
ン
ト

ン
、
十
三
年
度
は
黒
字
化
、
十
四
年

度
に
は
賃
料
支
払
い
も
視
野
に

調
理
を
担
当
す
る「
食
と
農
を
考
え
る
女
性
の
会
」メ
ン
バ
ー
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四
月
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
有
終

公
園
、
亀
山
公
園
、
義
影
公
園
の
三
カ

所
を
会
場
と
し
て
、
第
二
十
四
回
大
野

さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
四

月
六
・
七
日
に
は
、
メ
ー
ン
会
場
の
有

終
公
園
で
は
、
お
祭
り
広
場
で
花
茶
屋
、

紅
白
も
ち
ま
き
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

お
楽
し
み
ス
テ
ー
ジ
で
太
鼓
、
踊
り
、

大
道
芸
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
越
前
大
野
城
が
そ
び

え
る
亀
山
公
園
で
は
、
期
間
中
ぼ
ん
ぼ

り
に
明
か
り
が
灯
り
、
夜
桜
の
風
情
も

味
わ
え
ま
す
。

四
月
二
十
九
日
に
能
代
港
岸
壁
に
て

第
三
十
七
回
全
市
能
代
凧
あ
げ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
伝
統
の
「
べ
ら
ぼ
う

凧
」
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

凧
愛
好
家
が
集
ま
り
、
自
慢
の
凧
と
技

を
競
い
合
い
ま
す
。
第
三
十
六
回
大
会

で
は
、
千
五
百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
能
代
凧
の
由
来
は
古
く
、
坂
上
田

村
麻
呂
の
蝦
夷
征
伐
の
時
、
空
高
く
あ

が
っ
た
凧
を
目
印
に
能
代
港
に
入
港
し

た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
町
中
で
凧
あ
げ
に
興
じ
た
と
の

こ
と
で
す
。

五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
能
代
市

総
合
体
育
館
を
会
場
と
し
て
、
第
十
五

回
能
代
カ
ッ
プ
高
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
会
は
昭
和
六
十
三
年
、
地
元
能
代
工

業
高
校
が
全
国
大
会
で
三
十
回
目
の
優

勝
を
目
前
に
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
有
力

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

前
哨
戦
と
し
て
全
国
の
フ
ァ
ン
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

五
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
浅

間
大
社
に
て
や
ぶ
さ
め
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
の
起
源
は
古
く
、

源
頼
朝
が
富
士
の
裾
野
で
巻
狩
り
を
行

っ
た
際
、
奉
納
し
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
い
わ
れ
る
古
式
ゆ
か
し
い
行
事
で
す
。

五
日
の
本
祭
に
は
、
午
後
三
時
か
ら
浅

間
大
社
境
内
の
桜
の
馬
場
で
、
勇
壮
な

小
笠
原
流
流
鏑
馬
式
が
行
わ
れ
、
人
馬

一
体
と
な
っ
た
見
事
な
技
が
披
露
さ
れ

ま
す
。

電
源
地
域
の
う
ち
特
定
地
域
に
立
地

し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
企
業
に
対
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

【
建
物
】

●
工
場
・
事
業
所
等
を
新
設
ま
た
は
増

設
す
る
こ
と
（
建
物
の
建
設
が
前
年

度
に
完
了
し
た
も
の
、
ま
た
は
当
該

年
度
に
完
了
す
る
も
の
）。

【
補
助
対
象
物
】

●
生
産
ま
た
は
営
業
用
の
施
設
・
設
備

で
あ
る
こ
と
（
建
物
、
建
物
付
属
設

備
、
構
築
物
、
機
械
装
置
・
備
品
等

で
、
当
該
年
度
中
に
着
手
・
完
了
す

る
も
の
が
対
象
）。

●
必
ず
企
業
（
申
請
者
）
が
所
有
し
て

い
る
こ
と
。

●
年
二
回
募
集
が
あ
る
た
め
、
着
手
日

（
当
該
工
場
・
事
業
所
等
に
最
初
に
搬

入
据
付
さ
れ
た
日
）が
、
四
月
一
日
以

降
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の
は
上
期

案
件
、
十
月
一
日
以
降
翌
三
月
十
日

ま
で
の
も
の
は
下
期
案
件
と
す
る
。

【
雇
用
】

●
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
が
五
人

以
上
増
加
す
る
こ
と
。

次
の
三
つ
の
う
ち
、
最
も
低
い
額
を

交
付
限
度
額
と
し
、
そ
の
範
囲
内
で
交

付
額
を
決
定
し
ま
す
。

①
補
助
対
象
物
の
整
備
に
要
す
る
費
用

の
合
計
。

②
表
中
の
地
域
区
分
お
よ
び
増
加
雇
用

者
数
ご
と
に
設
定
し
た
面
積
当
た
り

の
単
価
と
、
建
物
の
床
面
積
と
を
乗

じ
て
得
た
額
。

③
表
中
の
地
域
区
分
お
よ
び
増
加
雇
用

者
ご
と
に
設
定
し
た
上
限
額
。

表
中
の
A
地
域
・
B
地
域
・
C
地
域

に
該
当
す
る
全
国
七
百
余
り
の
対
象
市

町
村
リ
ス
ト
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

募
集
は
市
町
村
を
通
じ
て
上
期
・
下

期
の
年
二
回
で
、
三
月
・
八
月
頃
に
行

っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
に
は
市
町
村
の
紹
介

市町村のイベントなど大募集！
巻末に添付しているはがきに皆様の地域の情報をどしどしお寄せ下さい。

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
該
市
町

村
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
当
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
市
町
村
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

電
源
過
疎
地
域
等
企
業
立
地
促
進

事
業
費
補
助
金
の
ご
案
内

■問い合わせ先／
（財）電源地域振興センター
企業立地部
電話03-5562-9750

■問い合わせ先／（社）大野市観光協会
■電話0779－65－5521
ホームページURL：http://www.hokuriku.ne.jp/ohno/

補
助
要
件

補
助
金
交
付
限
度
額

そ
の
他

※A地域とは、原子力地点をその区域とする市町村、およびその周辺市町村の区域をいいます。

※B地域とは、火力・水力地点のうち、要対策重要電源または開発促進重要地点をその区域とする、

市町村およびその周辺市町村の地域をいいます。

※C地域とは、特定地域のうちA地域・B地域以外の地域をいいます。

※核燃料サイクル地域についての面積当たりの単価は、A地域のそれに1.2を乗じて得た額（それ

ぞれ9,000円／m2、12,000円／m2、15,000円／m2）を用いるものとします。

地域区分�

A地域�

B地域�

C地域�

増加雇用者数�

5～9人� 1億円�

1.5億円�

2億円�

0.5億円�

1億円�

1.5億円�

0.3億円�

0.5億円�

1億円�

5～9人�

10～19人�

10～19人�

5～9人�

10～19人�

20人以上�

20人以上�

20人以上�

7,500円／m2

10,000円／m2

12,500円／m2

2,500円／m2

3,750円／m2

5,000円／m2

1,250円／m2

2,500円／m2

3,750円／m2

面積当たりの単価� 上限額�

電
源
地
域
市
町
村
で
、
春
先
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

春
の
風
に
誘
わ
れ
て
、
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

十
三
回
大
野
さ
く
ら
ま
つ
り

（
福
井
県
大
野
市
）

全
市
能
代
凧
あ
げ
大
会

（
秋
田
県
能
代
市
）

能
代
カ
ッ
プ

（
秋
田
県
能
代
市
）

や
ぶ
さ
め
祭
り

（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
能
代
凧
保
存
会

（
担
当：

角
谷
）

■
電
話
0
1
8
5
┃

5
2
┃

1
8
5
6

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L：

http://w
w
w
.city.noshiro.akita.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先
／

能
代
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
事
務
局：

中
田
建
設
㈱
内
　
担
当：

梅
田
）

■
電
話
0
1
8
5
┃

5
2
┃

3
9
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L：

http://w
w
w
.city.noshiro.akita.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先
／

富
士
宮
市
観
光
経
済
部
商
工
観
光
課（
担
当：

長
田
）

■
電
話
0
5
4
4
┃

2
2
┃

1
1
5
5
（
直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L：

http://w
w
w
.city.fujinom

iya.shizuoka.jp


